
哲
学
科
　
哲
学
専
攻

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
学
問
論
に
つ
い
て

秋
山
麻
里
子

盈
虚
道
話

足
立
　
浩
平

フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
に
つ
い
て

飯
尾
　
奈
々

ソ
フ
ィ
ス
ト
・
ゴ
ル
ギ
ア
ス

猪
野
美
留
樹

ヘ
テ
ロ
ト
ピ
ア

宇
野
　
浩
志

フ
ッ
サ
ー
ル
現
象
学
に
お
け
る
存
在
論
の

原
理
的
可
能
性
を
め
ぐ
っ
て

江
口
　
　
建

―
―
「
意
識
内
存
在
論
」
の
提
言
―
―

安
楽
死

大
貫
　
真
弓

―
―
患
者
の
意
思
と
家
族
の
気
持
ち
―
―

エ
ン
ペ
ド
ク
レ
ス
に
つ
い
て

斉
藤
　
史
佳

認
識
論
的
世
界
構
築
（
言
語
と
身
体
と
の

観
点
か
ら
）
と
そ
の
世
界
か
ら
の
超
越
に

つ
い
て

坂
本
　
年
紀

家
族
の
死

佐
藤
　
美
鈴

―
―
安
楽
死
を
通
し
患
者
の
自
己
決
定
と
家
族

の
役
割
を
考
え
る
―
―

初
期
ギ
リ
シ
ア
の
思
想

杉
田
　
智
美

孤
独
の
発
明

高
橋
　
慎
一

―
―
フ
ー
コ
ー
、
自
己
へ
の
配
慮
を
め
ぐ
っ
て
―
―

水
の
哲
学
者
　
タ
レ
ス

竹
中
　
悠
介

―
―
生
涯
と
学
説
―
―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る

不
安
に
つ
い
て

豊
田
　
秀
秋

何
の
平
等
を
求
め
る
の
か

西
田
　
純
子

―
―
ジ
ョ
ン
・
ロ
ー
ル
ズ
か
ら
ア
マ
ル
テ
ィ

ア
・
セ
ン
へ
―
―

「
芸
術
」
に
お
け
る
〈
身
体
性
〉
に
つ
い
て

幡
山
　
章
浩

フ
ロ
イ
ト
の
無
意
識
論

原
口
　
恒
一

元
素
の
哲
学
　
ア
ナ
ク
シ
マ
ン
ド
ロ
ス

藤
田
　
貴
弘

ル
ソ
ー
に
お
け
る
子
ど
も
の
道
徳
教
育

望
月
　
理
代

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
時
間
論

薬
師
寺
晃
雄

哲
学
者
　
ヘ
ラ
ク
レ
イ
ト
ス

矢
内
　
大
丘

退
却
戦
、
仮
象
、
あ
る
い
は
「
イ
タ
リ
ア

の
存
在
」

畑
　
　
武
尊

―
―
ア
ド
ル
ノ
の
美
学
―
―

ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る

時
間
性
に
つ
い
て

渡
部
　
　
新

道
徳
的
行
為
は
報
わ
れ
る
の
か

加
藤
　
梨
恵

女
性
と
し
て
の
存
在
を
哲
学
的
に
研
究
す
る

（
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
を
て
が
か
り
に
）富

永
　
裕
子

芸
術
作
品
「
と
／
の
」
非
日
常
性

ハ
イ

デ
ガ
ー
『
芸
術
作
品
の
起
源
』
の
一
解
釈

村
澤
　
惠
美

ニ
ー
チ
ェ
哲
学
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る

考
察

米
澤
　
妙
子

複
数
性

力
野
　
太
郎

―
―
リ
ア
リ
テ
ィ
に
対
す
る
ハ
ン
ナ
・
ア
レ
ン

ト
の
視
座

ス
ピ
ノ
ザ
「
エ
チ
カ
」
に
つ
い
て

大
澤
賢
一
郎

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
心
身
二
元
論

栗
本
　
寛
之

―
―
純
粋
知
覚
に
お
け
る
脳
と
意
識
の
関
係
に

つ
い
て
―
―
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モ
ナ
ド
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
他
者
問
題
に

つ
い
て

杉
原
　
淳
一

生
き
る
こ
と
と
考
え
る
こ
と

山
崎
　
　
祐

―
―
ハ
イ
デ
ガ
ー
『
存
在
と
時
間
』
に
お
け
る

現
存
在
の
存
在
了
解
か
ら
―
―

自
己
と
他
者
の
相
互
に
お
け
る
他
者
性
に

つ
い
て

松
尾
　
健
太

〜
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
に
お
け
る
主
体
の
誕
生
と
他
者

と
の
関
わ
り
〜

心
身
問
題
　
心
は
ど
こ
に
あ
る
の
か北

川
　
慎
士

ハ
イ
デ
ガ
ー
に
お
け
る
現
存
在
の
死
の
問
題

と
不
安
の
問
題

増
岡
　
昌
大

ス
ピ
ノ
ザ
『
エ
チ
カ
』
に
お
け
る
感
情
に

つ
い
て

加
納
　
良
子

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
『
ニ
コ
マ
コ
ス
倫
理
学
』

―
―
観
照
的
生
活
と
実
践
的
生
活
の
関
係
を
中

心
に
―
―

鷲
見
　
織
恵

哲
学
科
　
心
理
学
専
攻

脳
性
麻
痺
と
診
断
さ
れ
た
、
音
声
言
語
表
出

困
難
な
個
人
に
お
け
る
要
求
言
語
行
動
の

獲
得
と
異
な
る
確
立
操
作
間
に
お
け
る
転

移
に
関
す
る
検
討

穴
見
　
明
子

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
苦
み
に
及
ぼ
す
色
の
濃
淡

の
影
響

出
雲
　
　
愛

課
題
遂
行
時
に
お
け
る
対
人
距
離
の
影
響

稲
本
　
浩
美

共
感
と
自
尊
心
が
援
助
行
動
及
び
被
援
助

者
へ
の
心
理
的
距
離
に
及
ぼ
す
効
果

植
川
　
裕
也

日
本
語
に
お
け
る
高
低
ア
ク
セ
ン
ト
情
報

に
よ
る
プ
ラ
イ
ミ
ン
グ
効
果
の
検
証

上
住
　
祥
隆

子
ど
も
の
頃
の
認
知
的
親
子
関
係
像
と
情
動

制
御
と
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て

江
見
　
直
子

共
感
と
自
尊
心
が
援
助
及
び
被
援
助
者
へ
の

心
理
的
距
離
に
及
ぼ
す
効
果

大
久
保
み
ど
り

視
覚
探
索
に
お
け
る
フ
レ
ー
ム
効
果
の
検
討

大
中
悠
起
子

自
我
関
与
状
況
に
お
け
る
選
択
行
動
と
、

そ
れ
が
内
発
的
動
機
づ
け
に
及
ぼ
す
効
果

小
笹
哲
津
雄

顔
面
表
情
の
知
覚
に
お
け
る
個
人
差

―
―
性
差
及
び
性
度
と
の
関
係
―
―

小
野
田
拓
平

幼
児
期
に
お
け
る
ル
ー
ル
遵
守
行
動
と

違
反
判
断

小
山
　
清
香

筆
記
を
通
し
て
の
内
面
直
視
が
も
た
ら
す

心
理
的
変
化

狩
野
　
美
保

幼
児
期
に
お
け
る
描
画
発
達
の
研
究北

　
　
香
絵

タ
ス
ク
・
ス
イ
ッ
チ
ン
グ
に
お
け
る
音
韻

ル
ー
プ
の
役
割

栗
山
　
玲
子

―
―
二
種
類
の
構
音
抑
制
条
件
の
比
較
―
―

先
行
経
験
が
等
価
ク
ラ
ス
の
形
成
に
及
ぼ
す

影
響
お
よ
び
一
般
成
人
に
お
け
る
刺
激
等

価
性
の
成
立

清
水
奈
緒
美

写
真
行
為
に
お
け
る
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
の

経
験
的
変
化
に
つ
い
て

下

愛

音
楽
鑑
賞
に
お
け
る
気
分
の
操
作
が
対
人

判
断
に
及
ぼ
す
効
果

鈴
木
　
　
剛

随
伴
的
・
非
随
伴
的
環
境
が
個
体
の
行
動

に
及
ぼ
す
効
果

h
瀬
　
堅
吉

―
―
学
習
性
無
力
感
に
関
す
るC

ole
&

C
oyne

(1977)

の
研
究
の
再
考
―
―

幼
児
の
対
人
葛
藤
場
面
に
お
け
る
非
の
あ
る

側
の
逃
れ
方

高
田
　
　
舞

食
物
の
嗜
好
に
お
け
る
単
純
提
示
効
果

926
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に
つ
い
て

田
中
　
理
恵

公
的
私
的
状
況
に
お
け
る
強
制
承
諾
法

に
よ
る
態
度
変
容

徳
田
　
海
二

自
己
の
諸
特
性
に
お
け
る
異
な
る
自
己
評
価

基
準
と
自
尊
心

富
田
　
理
子

継
時
呈
示
さ
れ
る
二
音
間
の
距
離
知
覚

中
嶋
　
智
子

文
作
成
時
の
聴
取
音
楽
に
よ
る
気
分
の
影
響

中
村
　
恵
理

選
択
対
象
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
与
え
ら
れ
る
状
況
に
お
け
る
不
協
和
低

減
行
動

西
川
　
陽
介

幼
児
に
お
け
る
新
奇
語
彙
学
習

―
―
対
象
物
に
関
す
る
既
知
概
念
の
影
響
―
―

錦
織
あ
か
ね

被
験
者
―
実
験
者
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
の
距
離

が
課
題
作
業
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

西
本
恵
美
子

物
語
の
も
つ
カ
メ
ラ
ア
ン
グ
ル
と
そ
の

記
憶
に
つ
い
て

野
浪
　
恵
梨

展
望
的
記
憶
に
お
け
る
年
令
差
の
研
究

秦
　
　
有
二

大
学
生
に
お
け
る
ゼ
ロ
リ
ス
ク
達
成
の
価
値

に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
削
減
プ
ロ
セ
ス
と
フ
レ

ー
ミ
ン
グ
の
効
果

畑
本
　
　
勇

割
合
問
題
に
対
す
る
子
ど
も
の
問
題
解
決
と

方
略
の
分
析

羽
生
　
五
月

２
・
３
歳
児
の
捕
球
あ
そ
び
動
作
に
お
け
る

運
動
制
御
の
発
達
過
程

林
　
　
春
花

自
我
関
与
条
件
に
お
け
る
選
択
行
動
と
そ
れ

が
内
発
的
動
機
づ
け
に
及
ぼ
す
影
響

馬
場
　
直
樹

否
定
的
表
現
を
用
い
た
言
語
強
化
に
お
け
る

行
動
調
整
機
能
へ
の
影
響

福
岡
　
輝
樹

対
話
場
面
に
お
け
る
指
示
代
名
詞
の
現
れ
方

―
―
指
示
対
象
を
含
む
三
者
の
空
間
的
位
置
関
係

へ
の
依
存
性
―
―

藤
田
　
佳
子

仲
間
あ
そ
び
が
継
続
し
な
い
幼
児
に
対
す
る

遊
び
場
面
設
定
の
効
果

舩
本
　
敬
子

３
歳
児
に
お
け
る
繰
り
返
し
の
あ
る
絵
本
の

理
解
に
つ
い
て

堀
　
　
藍
子

行
動
情
報
に
基
づ
く
印
象
形
式
過
程
の
研
究

松
本
　
悠
里

二
次
元
画
像
上
の
人
物
に
対
す
る
距
離
の

知
覚

宮
城
　
美
鶴

二
つ
の
時
呈
を
も
つ
音
列
の
知
覚
的
体
制
化

宮
嶋
　
訓
生

大
学
生
の
無
気
力

村
上
沙
弥
子

―
―
孤
独
感
と
の
関
連
―
―

主
題
統
覚
検
査
法
的
分
析
に
お
け
る
異
背
景

色
間
の
写
真
の
印
象
の
変
化
に
つ
い
て

目
井
　
浩
之

性
格
の
類
似
性
に
よ
る
対
人
魅
力
判
断
と

そ
れ
に
及
ぼ
す
服
装
情
報
の
効
果望

月
　
園
子

情
動
表
出
が
精
神
的
健
康
に
及
ぼ
す
効
果

に
つ
い
て

山
本
　
　
歩

ろ
う
重
複
障
害
児
に
お
け
る
動
詞
・
目
的
語

の
二
語
文
の
獲
得
と
般
化
の
検
討g

岡
　
昌
子

母
親
の
養
育
態
度
お
よ
び
職
業
形
態
が
大
学

生
男
女
の
性
役
割
観
に
与
え
る
影
響

渡
辺
　
寛
子

大
学
生
に
お
け
る
知
覚
さ
れ
た
サ
ポ
ー
ト
が

コ
ー
ピ
ン
グ
に
及
ぼ
す
影
響

和
田
　
剛
宗

ビ
デ
オ
鑑
賞
後
に
お
け
る
ロ
ー
ル
シ
ャ
ッ
ハ

・
テ
ス
ト
の
得
点
の
変
化

竹
内
聡
一
郎

選
択
対
象
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

が
与
え
ら
れ
る
状
況
に
お
け
る
、
不
協
和

低
減
行
動

入
山
ひ
と
み

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト
が
更
年
期
障
害
に

及
ぼ
す
影
響

榎
谷
　
多
恵
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自
閉
症
児
に
対
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
能
の
拡
大

北
澤
奈
緒
美

―
―
電
話
技
能
の
獲
得
と
報
告
言
語
行
動
の
指

導
を
通
じ
て
―
―

イ
モ
リ
に
お
け
る
摂
食
行
動
と
探
索
行
動

に
つ
い
て
の
小
実
験

柴
崎
　
全
弘

成
人
期
に
お
け
る
「
生
殖
性
（G

enerativity

）」

の
発
達

西
本
　
麻
衣

リ
ー
ダ
ー
の
特
権
操
作
に
対
す
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
と
チ
ー
ム
の
業
績
へ
の
影
響

金
井
小
夜
香

「
い
じ
め
」
状
況
下
に
お
け
る
教
師
の
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

荊
木
ま
き
子

発
話
と
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
の
関
係
に
聞
き
手
が

及
ぼ
す
効
果

井
本
　
理
絵

青
年
の
友
人
関
係
と
充
実
感
に
つ
い
て

入
川
　
常
美

在
宅
高
齢
者
の
主
介
護
者
の
介
護
負
担
と

コ
ー
ピ
ン
グ
に
つ
い
て

上
田
　
裕
子

ダ
ウ
ン
症
児
に
お
け
る
応
答
言
語
行
動
の

獲
得
と
般
化
に
つ
い
て
の
検
討

栗
林
　
充
恵

中
高
年
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
導
入
の
援
助

齊
藤
　
和
美

痴
呆
患
者
に
お
け
る
前
頭
葉
機
能
障
害
仮
説

の
検
討

毛
利
　
貴
子

実
行
機
能
に
関
す
る
実
験
研
究

仙
頭
　
尚
武

―
―
二
重
課
題
が
注
意
の
持
続
に
及
ぼ
す
影
響
―
―

高
齢
者
の
予
定
の
記
憶
に
お
け
る
時
間
的

特
性

田
原
　
町
子

自
己
概
念
へ
の
気
分
の
影
響

前
田
や
す
子

―
―
自
己
の
二
重
性
に
注
目
し
て
―
―

保
育
園
児
の
自
由
遊
び
時
間
の
お
も
ち
ゃ
を

巡
る
交
渉
に
関
す
る
行
動
の
形
成
に

つ
い
て

今
川
　
悦
子

肥
満
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

橋
本
　
千
明

愛
着
行
動
か
ら
見
た
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン

プ
レ
ッ
ク
ス

落
合
　
盛
行

記
事
の
見
出
し
が
読
者
の
判
断
に
及
ぼ
す

影
響

真
鍋
　
綾
乃

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
怪
談
の
恐
怖
と

娯
楽
性
に
つ
い
て

CH
EAH

YU
EN

H
EN

G

―
―
恐
怖
感
と
娯
楽
性
を
中
心
に
―
―

条
件
性
弁
別
に
よ
る
新
し
い
機
能
的
ク
ラ
ス

の
成
立

黒
田
　
惠
子

文
学
科
　
日
本
文
学
専
攻

芥
川
龍
之
介
『
河
童
』

赤
井
　
文
香

七
夕
歌
と
そ
の
周
辺

浅
野
　
真
弓

尾
崎
　
翠
『
第
七
官
界
彷
徨
』
論

足
立
　
千
鶴

向
田
文
学
に
見
る
家
庭
像
と
現
代
社
会
に

お
け
る
家
庭
像

阿
南
　
希
美

―
―
『
父
の
詫
び
状
』
よ
り

若
山
牧
水
『
別
離
』

粟
倉
　
　
洋

梶
井
基
次
郎
論
　
「
泥
濘
」
を
中
心
に

生
田
　
朋
子

東
海
道
中
膝
栗
毛
と
落
語
の
比
較
研
究

井
口
　
　
守

金
子
み
す
ゞ
論

池
口
真
梨
子

狭
衣
下
紐
に
つ
い
て

以
西
　
太
郎

江
戸
艶
本
に
現
わ
れ
た
異
形

石
上
　
阿
希

『
源
氏
物
語
』
薫
論

石
島
　
真
弓

―
―
香
り
に
つ
い
て
―
―

芥
川
龍
之
介
『
神
々
の
徴
笑
』

石
田
　
知
也

寺
山
修
司
の
映
画
「
書
を
捨
て
よ
　
町
へ

出
よ
う
」

石
丸
あ
ゆ
子

―
―
そ
の
家
族
論
に
つ
い
て
―
―
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御
伽
草
子
「
鉢
か
づ
き
」
論

磯
部
　
　
梓

古
典
文
学
に
お
け
る
　
な
で
し
こ
の
花

岩
井
　
衣
子

明
治
文
学
に
お
け
る
女
性
の
髪
型
論岩

永
真
由
美

芥
川
龍
之
介
の
切
支
丹
物
「
奉
教
人
の
死
」

試
論

上
田
　
真
幸

芥
川
龍
之
介
『
蜘
蛛
の
糸
』
論

大
川
　
麻
貴

石
川

木
『
二
筋
の
血
』
論

大
津
　
里
絵

正
岡
子
規
『
墨
汁
一
滴
』
論

大
槻
　
千
紘

―
紙
面
の
笑
い
・
持
続
の
ス
リ
ル
―

尾
上
松
之
助
　
〜
映
画
的
技
法
か
ら
〜

大
矢
　
敦
子

『
栄
華
物
語
』
に
お
け
る
紫
式
部
の
影
響

に
つ
い
て

岡
部
　
達
昌

笑
い
の
研
究

小
田
　
晶
子

―
―
吉
本
新
喜
劇
と
松
竹
新
喜
劇
を
題
材
に

伊
勢
物
語
に
お
け
る
在
原
業
平
に
つ
い
て

―
―
そ
の
史
実
と
虚
構

垣
内
　
悦
余

山
陰
地
方
の
文
末
詞
研
究

影
谷
か
お
り

萩
原
朔
太
郎
論

片
岡
志
保
美

山
部
赤
人
の
吉
野
讃
歌
考

金
垣
　
恵
介

夏
目
漱
石
『
こ
こ
ろ
』
論

鎌
田
沙
由
理

大
正
時
代
と
谷
崎
文
学

亀
田
　
俊
輔

平
安
朝
文
学
に
お
け
る
天
象

川
東
　
暁
子

物
の
怪
表
現
と
そ
の
比
較

河
村
　
厳
希

『
岩
造
の
話
』
に
み
ら
れ
る
北
杜
夫
の
自

然
観
、
人
間
観

管
　
　
宏
史

石
川

木
論

北
村
由
妃
子

志
賀
直
哉
『
剃
刀
』『
濁
っ
た
頭
』『
范
の

犯
罪
』
論

熊
谷
真
由
美

谷
崎
の
「
児
童
」
文
学

桑
本
と
も
こ

椎
名
麟
三
『
自
由
の
彼
方
で
』
論

小
寺
　
由
香

芥
川
龍
之
介
論

小
林
　
威
次

―
―
『
鼻
』
に
み
る
二
つ
の
感
情
―
―

中
原
中
也
に
つ
い
て

小
林
　
美
保

―
―
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
と
響
き
あ
う
心
―
―

宮
沢
賢
治
論

小
林
　
理
沙

―
―
『
銀
河
鉄
道
の
夜
』
を
中
心
に
―
―

高
村
光
太
郎
論

古
味
佐
枝
子

万
葉
歌
と
古
代
氏
族

小
山
　
由
貴

―
―
そ
の
氏
族
観
を
め
ぐ
っ
て
―
―

『
武
蔵
野
』
か
ら
見
る
認
識
の
問
題斎

藤
　
亮
二

川
端
康
成
『
古
都
』
論

齋
藤
　
優
子

『
甲
陽
軍
艦
』
に
お
け
る
徳
川
家
康
像齊

藤
　
富
洋

芥
川
龍
之
介
「
歯
車
」
の
研
究

櫻
木
　
裕
人

食
文
化

佐
々
木
泰
子

樋
口
一
葉
『
に
ご
り
え
』
論

―
お
力
の
狂
気
―

佐
竹
麻
里
子

三
遊
亭
円
朝
作
品
と
現
代
落
語

佐
藤
　
　
慎

坂
口
安
吾
「
白
痴
」
論

佐
藤
　
　
真

源
氏
物
語
と
い
ろ
は
う
た

澤
田
　
　
恵

樋
口
一
葉
の
文
学

座
間
　
麻
衣

四
代
目
市
川
小
団
次
の
ケ
レ
ン
芸

下
香
川
真
由

『
源
氏
物
語
』
の
服
装
表
現

下
川
亜
希
子

―
―
色
に
注
目
し
て
―
―

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
を
通
し
、
人
間
の
依
存

と
い
う
行
為
に
つ
い
て

菅
原
　
英
久

石
川

木
『
書
簡
』
に
つ
い
て

仙
島
　
千
穂

万
葉
集
二
〇
・
二
一
番
歌
　
蒲
生
野
贈
答

歌
　
作
品
論

高
塚
　
淑
恵

三
島
由
紀
夫
の
肉
体
と
文
体

高
野
利
里
矢

大
江
の
初
期
作
品
に
お
け
る
性

高
橋
　
敏
哉

―
―
『
性
的
人
間
』
を
中
心
に
―
―

枕
草
子
に
お
け
る
色

田
中
　
紫
穂

『
と
り
か
へ
ば
や
物
語
』
に
つ
い
て
の

研
究
　
登
場
人
物
の
役
割
を
め
ぐ
っ
て

辻
　
　
美
里
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「
笑
点
」
の
研
究

富
塚
亜
希
子

季
節
の
な
い
街
の
映
像

友
田
　
義
行

―
―
黒
澤
明
「
ど
で
す
か
で
ん
」
に
つ
い
て
―
―

四
季
歌
か
ら
み
る
『
古
今
和
歌
集
』
の
心
の

風
景

中
井
　
奈
実

『
源
氏
物
語
』
浮
舟
論

西
潟
　
祐
子

―
―
自
殺
と
出
家
―
―

『
沈
黙
』
か
ら
『
深
い
河
』

西
下
　
沙
織

―
―
遠
藤
周
作
の
信
仰
の
世
界
の
深
化
と
変
容

樋
口
一
葉
「
た
け
く
ら
べ
」
に
み
る
女
の

世
界

西
嶋
万
智
子

「
セ
ヴ
ン
テ
ィ
ー
ン
」「
政
治
少
年
死
す
」

個
の
棄
却

野
沢
　
牧
子

国
語
科
教
科
書
の
歴
史
的
考
察

硲
　
　
夕
記

『
紫
式
部
日
記
』
に
み
る
女
性
観

服
部
友
里
子

『
万
葉
集
』
の
国
民
歌
集
化
を
め
ぐ
る

問
題
に
つ
い
て

林
田
　
興
栄

『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
「
藤
戸
合
戦
」

に
つ
い
て

早
瀬
　
　
卓

『
河
童
』
怪
異
趣
味
を
育
ん
だ
環
境
『
河
童
』

の
読
み
方

比
良
野
嘉
人

落
窪
物
語
に
お
け
る
婚
姻
・
家
族
形
態

廣
田
菜
穂
子

森
鴎
外
「
半
日
」
論

藤
田
　
祐
子

武
田
泰
淳『
ひ
か
り
ご
け
』論

藤
谷
　
和
幸

幸
田
文
論

藤
原
　
志
帆

―
―
そ
の
周
辺
か
ら
の
影
響
を
中
心
に
―
―

古
代
石
之
日
売
伝
承
の
研
究

船
木
　
紗
代

大
正
時
代
の
児
童
文
学

堀
之
内
優
子

―
―
「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」
論
―
―

『
枕
草
子
』「
上
に
候
ふ
御
猫
は
」
の
段
に

つ
い
て

槇
田
　
佳
代

「
竹
取
物
語
」

松
浦
　
真
代

〜
異
世
界
が
現
世
に
与
え
た
も
の
〜

歌
舞
伎
演
出
史
研
究

松
葉
　
涼
子

平
安
朝
文
学
と
結
婚
制
度

松
本
　
幸
子

三
島
由
紀
夫
『
金
閣
寺
』
論

「
生
」
と
は

何
か

松
本
　
拓
美

泉
鏡
花
の
「
夜
叉
ヶ
池
」
に
つ
い
て松

本
　
千
明

わ
ら
べ
う
た
の
歌
詞
と
伝
承

三
澤
　
香
奈

―
―
は
な
い
ち
も
ん
め
の
場
合
―
―

『
河
海
抄
』
の
研
究

水
野
　
歩
美

「
お
笑
い
」
の
可
能
性

宮
島
　
周
三

真
田
幸
村
と
七
人
の
影
武
者
に
つ
い
て

望
月
美
帆
子

源
氏
物
語
に
お
け
る
た
た
る
女
と
物
の
怪

〜
六
条
御
息
所
が
物
の
怪
に
な
る
理
由
〜

八
木
　
宜
子

森
鴎
外
「
沈
黙
の
塔
」
論

安
井
　
智
美

『
横
笛
草
紙
』
論

山
田
い
つ
か

夏
目
漱
石
「
夢
十
夜
」
論

山
田
　
幸
絵

夢
を
描
い
た
方
法
―
―
時
間
を
通
し
て
―
―

森
鴎
外
　
『
鶏
』
論

山
本
　
美
和

障
害
関
連
用
語
か
ら
受
け
る
イ
メ
ー
ジ
に

つ
い
て

吉
岡
　
恭
子

今
も
鳴
き
続
け
る
「
ね
じ
ま
き
鳥
」

―
―
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
論g

本
　
一
毅

川
端
康
成
「
雪
国
」
論

与
田
　
美
香

芥
川
龍
之
介
「
河
童
」
論

四
元
　
敬
子

島
村
抱
月
と
「
人
形
の
家
」

米
沢
　
美
咲

『
東
海
道
四
谷
怪
談
』
と
『
仮
名
手
本

忠
臣
蔵
』

周
　
　
　
萍

―
―
比
較
と
考
察
―
―

石
川

木
『
漂
泊
』
作
品
論

林
　
　
佩
璋

『
称
名
院
追
善
千
句
』
第
一
百
韻
に
つ
い
て

秋
岡
　
玲
奈

金
子
み
す
ゞ
論

井
本
　
泰
介

有
島
武
郎
『
或
る
女
』
論

塩
谷
　
綾
子

山
田
詠
美
『
蝶
々
の
纏
足
』
論

墨
田
　
　
恵
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中
原
中
也
『
山
羊
の
歌
』
論

長
谷
川
訓
代

『
御
伽
草
子
・
和
泉
式
部
』
の
周
辺
に
つ
い
て

原
田
　
　
彩

空

の
役
割
に
つ
い
て

藤
田
久
美
子

―
―
創
作
技
法
に
お
け
る
存
在
意
義
―
―

坂
口
守
吾
『
日
本
文
化
私
観
』

百
瀬
千
恵
子

日
本
と
韓
国
の
「
呼
称
」
の
比
較

閔
　
　
庚
珠

与
謝
野
晶
子
の
児
童
文
学

植
田
　
良
枝

山
上
憶
良
作
品
論

佐
本
　
尚
子

―
―
散
文
へ
の
傾
斜
を
め
ぐ
っ
て
―
―

『
四
千
の
日
と
夜
』
論

菅
野
　
瑞
己

―
―
「
共
同
」
の
意
識
に
見
ら
れ
る
戦
後
―
―

「
夏
目
漱
石
」
論

「
こ
こ
ろ
」
に
つ
い
て
の

一
考
察

三
木
　
孝
子

古
事
記
「
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
」
に
つ
い
て

元
町
　
真
子

三
巻
本
『
宝
物
集
』
研
究

山
原
や
よ
い

―
―
維
摩
の
十
喩
と
和
歌
―
―

江
戸
後
期
に
お
け
る
潮
来
節
の
文
芸
的

位
置
　
「
信
田
小
太
郎
」
と
貴
種
流
離
譚

渡
辺
　
恵
子

宮
本
百
合
子
論
　
『
伸
子
』
に
み
る
夫
婦
像

の
考
察

遠
藤
　
勝
嘉

東
電
Ｏ
Ｌ
の
心
の
闇

岩
見
　
裕
介

『
河
海
抄
』
の
研
究

大
矢
富
紀
子

宇
治
十
帖
に
お
け
る
女
性
観

窪
田
　
洋
子

―
―
浮
舟
の
否
定
は
何
を
意
味
す
る
か
―
―

河
野
多
恵
子
論

志
村
　
朋
美

日
常
の
会
話
に
お
け
る
慣
用
句
の
使
用
と

そ
れ
に
代
わ
る
言
葉

棚
井
　
伴
哉

森
鴎
外
「
阿
部
一
族
」
論

宗
安
　
　
力

日
本
文
学
と
映
画

徳
田
　
周
吾

―
―
芥
川
龍
之
介
『
藪
の
中
』
と
黒
沢
明
『
羅

生
門
』
―
―

文
学
科
　
中
国
文
学
専
攻

『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
「
義
」秋

里
圭
一
郎

中
国
に
お
け
る
あ
か
色
の
呪
術
性
・
意
味

に
つ
い
て
〜
日
本
と
の
比
較
〜

池
田
真
知
子

舜
説
話
に
関
す
る
一
考
察

稲
本
　
篤
子

『
荘
子
』
肯
定
の
文
学

岩
田
み
の
り

八
仙
の
民
間
伝
承

岩
本
　
俊
作

水
滸
伝
の
女
性
た
ち

江
藤
　
友
美

王
安
憶
研
究

大
上
　
香
織

〜
「
雨
・
沙
沙
沙
」
を
中
心
と
す
る
考
察
〜

『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
宋
江
形
象
と
そ
の

存
在
意
義

岡
　
　
寛
子

水
滸
伝
に
見
る
徳

岡
村
　
圭
造

戴
震
の
「
自
然
」「
必
然
」
論
に
つ
い
て

尾
崎
順
一
郎

中
国
映
画
『
漂
亮
媽
媽
』
と
中
国
聾
唖
者

金
子
　
佳
代

老
舎
『
張
さ
ん
の
哲
学
』
に
つ
い
て
の
考
察

神
i
美
智
子

薬
膳
及
び
医
食
同
源
の
思
想
に
つ
い
て

小
林
　
陽
子

「
王
法
」
と
「
私
的
情
義
」
に
つ
い
て

古
代
中
国
に
お
け
る
人
々
の
意
識

齋
籐
　
雄
成

孟
子
の
目
指
し
た
理
想
像

菅
野
知
香
子

司
馬
遷
『
史
記
』
に
よ
る
項
羽
の
敗
北
に

つ
い
て

鈴
木
　
涼
子

『
水
滸
伝
』
に
お
け
る
宋
江
に
つ
い
て瀬

戸
　
麻
幸

麒
麟
に
つ
い
て
考
え
る

谷
田
　
有
似

〜
「
麒
麟
」
は
い
た
の
か
〜

王
安
石
の
「
万
言
書
」
の
理
念

佃
　
　
隆
志

六
朝
以
前
の
鏡
の
用
例
に
つ
い
て

辻
　
　
典
孝

胡
適
と
文
学

辻
岡
　
智
美
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『
西
遊
記
』
に
於
け
る
桃
の
効
き
目寺

田
　
千
華

戦
後
の
台
湾
社
会
と
郷
土
文
学
作
家
・
黄

春
明

冨
樫
　
美
緒

『
三
国
志
演
義
』
と
正
史
と
の
比
較富

田
　
道
成

小
説
『
三
国
志
演
義
』
に
お
け
る
劉
禅
の

必
要
性
と
役
割

仲
　
　
哲
生

屈
原
の
実
在
に
つ
い
て

中

高
志

『
西
遊
記
』
に
お
け
る
道
教
思
想

中
須
　
有
紀

三
蔵
法
師
を
食
べ
る
と
不
老
長
生
に
な
れ
る
わ
け

唐
代
妓
女
・
女
道
士
に
よ
る
詩
の
文
学
的

評
価

永
井
沙
緒
里

康
の
養
生
論
か
ら
み
る
自
然
認
識西

垣
　
　
映

『
子
不
語
』
に
お
け
る
関
帝
像
と
袁
枚
の

関
帝
観
に
つ
い
て

西
野
　
敏
夫

老
子
の
人
物
像

野
宮
　
啓
史

鄭
和
の
人
物
像

野
村
実
千
代

曹
操
は
本
当
に
乱
世
の
姦
雄
だ
っ
た
の
か

原
田
　
大
介

郭
子
章
『

衣
生
馬
記
』
に
つ
い
て平

山
　
真
弓

『
三
国
志
演
義
』
に
見
る
諸
葛
亮
孔
明
に

つ
い
て
〜
最
高
指
導
者
孔
明
〜

藤
井
　
靖
房

康
の
音
楽
観

藤
岡
　
歩
美

中
国
文
学
に
お
け
る
カ
ニ
バ
リ
ズ
ム細

井
　
貴
典

『
三
国
志
』
の
軍
師
―
真
の
智
恵
者
と
は
―

前
田
　
　
恵

民
俗
学
研
究
と
辺
疆
工
作
に
み
る
顧
頡
剛
の

歴
史
観

松
木
　
朱
子

祖
先
崇
拝
の
源
泉

松
下
　
倫
子

〜
祖
先
は
偉
大
か
〜

則
天
武
后
の
業
績
と
そ
の
評
価

味
谷
　
恵
子

中
国
清
時
代
の
年
末
年
始
の
行
事
に
お
け
る

食
べ
物

村
上
奈
緒
子

『
聊
斎
志
異
』
の
幽
霊
に
つ
い
て

森
田
　
光
司

『
金
瓶
梅
』
に
み
る
中
国
庶
民
の
生
活
と

宗
教

八
日
市
屋
裕
一

『
三
国
志
演
義
』
の
戦
闘
内
に
お
け
る

火
攻
め
に
つ
い
て

吉
川
　
真
衣

王
朔
―
支
持
を
得
た
原
因
を
探
る

松
浦
　
　
園

孟
子
の
仁
義
に
つ
い
て

三
町
　
晴
美

金
庸

上
村
　
陽
子

現
代
中
国
の
女
性
に
つ
い
て
考
え
る

武
村
ま
ど
か

―
―
女
性
問
題
・
女
性
学
、
社
会
的
地
位
、
文

学
―
―

清
末
民
初
の
翻
訳
文
学

梅
谷
　
洋
子

―
―
林
訳
小
説
を
愛
読
し
た
人
々
―
―

李
義
山
雑
纂
と
枕
草
子

末
浪
真
紀
子

台
湾
に
お
け
る
民
間
信
仰
と
し
て
の
道
教

安
里
　
洋
輔

〜
「
巫
」
の
系
譜
と
台
湾
で
の
発
展
〜

楊
絳
『
洗
澡
』
を
読
む

長
谷
川
夏
子

新
疆
時
代
の
王
蒙
か
ら
見
る
少
数
民
族
観

に
つ
い
て
の
考
察

安
田
　
　
聖

文
学
科
　
英
米
文
学
専
攻

C
harles

D
ickens,

G
r
e
a

t
E

x
p

e
c
ta

tio
n

s

の
研
究

青
山
　
真
枝

―
―
主
人
公Rip

の
報
い
と
償
い
に
つ
い
て
―
―

D
avid

G
uterson’s

S
n

o
w

F
a

llin
g

o
n

C
e
d

a
r
s:T

he
Setting

and
C

haracters

赤
井
　
千
恵

T
h

e
W

in
g
s

o
f

th
e

D
o
v
e

に
お
け
るM

illy

とK
ate

の
「
生
」
の
探
求

赤
澤
由
美
子

Lady
W

inderm
ere’s

Fan

味
志
　
和
彦
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―
―
作
品
に
現
れ
たW

ilde

の
モ
デ
ル
・
イ
メ

ー
ジ
―
―

A
lice

W
alker

のT
h

e
C

o
lo

r
P

u
r
p

le

研
究

―
―C

elie,Shug,M
r.

の
自
己
表
現
に
つ
い
て

荒
谷
　
寛
子

Jean
Rhys,W

ide
Sagasso

Sea

に
つ
い
て

ク
レ
オ
ー
ル
女
性
が
訴
え
る“the

otherside”

の
存
在

安
藤
　
広
美

T
ough

構
文
と
そ
の
他
の
類
似
形
容
詞

不
定
詞
補
文
に
つ
い
て

家
崎
　
裕
雅

T
h

e
O

ld
M

a
n

a
n

d
th

e
S

e
a

に
見
ら
れ
る

老
人
の
ロ
マ
ン
に
つ
い
て

池
永
　
香
織

T
oniM

orrison,
T

h
e

B
lu

e
s
t

E
y
e

研
究

―
―
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
少
女
の
自
我Pecola

を
と
り
ま
く
環
境
に
つ
い
て
―
―

伊
佐
　
夏
実

ス
ト
レ
ス
に
特
徴
付
け
ら
れ
る
英
語
発
音
の

研
究

石
飛
　
一
馬

T
h

e
B

lu
e
s
t

E
y
e

に
お
け
る
愛
の
欠
如

石
橋
　
佳
典

戦
争
を
背
景
に
生
き
る
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
の

精
神
的
成
長
の
過
程

石
丸
奈
都
子

〜
キ
ャ
サ
リ
ン
の
愛
と
死
が
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
に

与
え
た
影
響
〜

A
Study

ofL.M
.M

ontgom
ery’s

A
n

n
e

o
f

G
r
e
e
n

G
a

b
le

s

市
川
　
信
子

A
F

a
r
e
w

e
ll

to
A

r
m

s

研
究

一
桐
　
智
子

―
―Frederic

の
変
化
と
そ
の
中
で
得
た
も
の
―
―

T
ennessee

W
illiam

s

研
究

一
戸
　
陽
子

―
―The

G
lass

M
enagerie

に
見
ら
れ
る

Tennessee

の
内
面
世
界
―
―

A
C

h
r
is

tm
a

s
C

a
r
o
l

研
究

伊
藤
瑠
光
子

―
―Scrooge

の
改
心
と
そ
の
背
景

T
h

e
S

c
a

r
le

t
L

e
tte

r

研
究

稲
垣
智
英
子

―
―
緋
文
字
が
教
え
て
く
れ
た
こ
と
―
―

T
rum

an
C

apote
’s

B
r
e
a

k
fa

s
t

a
t

T
iffa

n
y
’s

〜Through
the

C
haracterofH

olly
G

olightly

〜

上
田
　
桜
子

T
.S.E

liot

のT
he

W
aste

Land

研
究

―
―
現
代
文
明
の
崩
壊
と
そ
の
再
建
の
可
能
性

請
川
　
容
子

A
W

om
an’s

R
ebirth

in
M

argaret

A
tw

ood’s
S

u
r
fa

c
in

g

浦
田
　
裕
美

A
Study

ofA
rthur

R
ansom

e’s

S
w

a
llo

w
s

a
n

d
A

m
a

z
o
n

s

:FoundationalB
ackground,

A
ttraction

ofC
haracters

and

Literary
R

elation

遠
藤
　
雅
子

M
a

c
b
e
th

に
お
け
る
秩
序
に
つ
い
て大

榎
　
朋
子

E
rnestH

em
ingw

ay,
T

h
e

O
ld

M
a

n
a

n
d

th
e

S
e
a

研
究

大
嵜
　
伸
人

―
―
サ
ン
チ
ャ
ゴ
の
自
然
、
海
、
生
き
物
（
人
間
、

動
物
）
に
対
す
る
思
想
、
愛
に
つ
い
て
―
―

『
島
の
制
約
』
と
理
論
の
変
遷
に
つ
い
て

太
田
　
智
寿

W
ayson

C
hoy’s

T
h

e
J
a

d
e

P
e
o
n

y:

T
hings

to
B

equeath

大
竹
　
逸
朗

T
oniM

orrison,
J
a

z
z

に
つ
い
て

―
―
喪
失
と
回
復
か
ら
見
え
る
黒
人
社
会
の
限
界

と
可
能
性
―
―

大
槻
眞
佐
子

G
ender

R
oles

in
M

argaretA
tw

ood’s

th
e

E
d

ib
le

W
o
m

a
n

岡
i

香
織

J.D
.Salinger,

T
h

e
C

a
tc

h
e
r

in
th

e
R

y
e

―
―H

olden

の
な
り
た
い
「
大
人
」
―
―

岡
i

充
浩

C
.S.Lew

is
and

the
Land

ofN
ornia:

A
Study

of
T

h
e

L
io

n
,

th
e

W
itc

h
a

n
d

th
e

W
o
r
d

r
o
b
e

岡
村
　
良
子

照
応
表
現
に
お
け
る
制
約
　
日
英
語
比
較

小
川
　
真
司

複
合
語
の
日
・
英
語
に
お
け
る
比
較
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に
つ
い
て

奥
田
　
征
樹

T
he

A
spern

papers

研
究

小
澤
　
由
希

―
―
物
語
に
込
め
ら
れ
た
我
々
へ
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
―
―

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
乳
幼
児
期
に
お
け
る
言
語

習
得
に
つ
い
て

尾
田
　
　
崇

Jane
A

usten’s
M

orality
in

S
e
n

s
e

a
n

d

S
e
n

s
ib

ility

小
野
田
絵
麻

A
Study

ofH
enry

Jam
es’

T
h

e
P

o
r
tr

a
it

o
f

a
L

a
d

y:T
he

G
row

th
ofIsabel

A
rcher

小
幡
　
亜
弥

S
ila

s
M

a
r
n

e
r

の
研
究

加
賀
美
陽
子

―
―
人
間
の
再
生
と
子
供
の
持
つ
力
―
―

W
illiam

C
arlos

W
illiam

s

の
詩
研
究

―
―
「
生
命
」
を
掬
い
取
る
詩
―
―

桂
川
早
映
子

Patricia
M

acLachlan’s
S

a
r
a

h
,

P
la

in

a
n

d
T

a
lland

S
k
y
la

r
k:A

Fam
ily’s

Life

on
the

Prairie

門
田
　
麻
里

Jean
R

hys

のW
id

e
S

a
r
g
a

s
s
o

S
e
a

研
究

―
―
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

と
狂
気
に
つ
い
て
―
―

加
門
　
美
歩

T
h

e
P

o
r
tr

a
it

o
f

a
L

a
d

y

に
つ
い
て

―
―Isabel

がRom
e

へ
戻
っ
た
理
由
―
―

河
瀬
　
康
博

“T
he

Fallofthe
H

ouse
ofU

sher”

研
究

―
―Roderick

の
精
神
を
映
す
鏡
と
し
て
の

U
sher

家
の
邸
宅
―
―

川
田
悠
紀
子

黒
人
英
語
のtense

とaspect

の
研
究

喜
多
野
裕
介

“M
O

R
E

LLA
”

研
究

北
野
　
瑠
美

―
―
輪
廻
を
信
じ
たPoe

―
―

T
oniM

orrison,
S

o
n

g
o
f

S
o
lo

m
o
n

研
究

―
―
飛
翔
の
解
釈
を
中
心
に

北
村
　
訓
子

A
R

o
o
m

w
ith

a
V

ie
n

研
究

吉
備
　
　
愛

―
―Lucy

の
「
混
乱
」
か
ら
の
解
放

年
齢
が
第
二
言
語
獲
得
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て

金
　
　
賢
一

不
定
冠
詞
を
用
い
た
慣
用
表
現
に
つ
い
て

國
　
　
直
美

A
lice

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

小
泉
　
知
司

―
―Alice’s

Adventures
in

W
onderland

に
お
け

るAlice

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
確
立
の
経
緯
―
―

主
人
公
ピ
ッ
プ
の
人
間
的
な
成
長

―
―
真
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
と
は
何
か
―
―

小
島
　
麻
子

A
nne

R
ice

のT
h

e
V

a
m

p
ir

e
C

h
r
o
n

ic
le

s

―
―
神
、
善
悪
に
つ
い
て
の
苦
悩
―
―

小
島
亜
沙
美

E
dgar

A
llan

Poe
“W

illiam
W

ilson”

研
究

―
―
分
身W

ilson

の
役
割
と
作
品
の
テ
ー
マ

近
藤
　
宏
美

T
oniM

orrison

のS
o
n

g
o
f

S
o
lo

m
o
n

に
つ
い
て：

黒
人
と
し
て
の
自
己
の
喪
失
と

回
復

―
―M

ilkm
an

―
―

後
藤
　
幸
子

N
o
r
th

o
f

B
o
s
to

n

研
究

坂
　
阿
弥
子

―
―RobertFrost

の
描
く
様
々
な
壁
―
―

T
h

e
H

a
p

p
y

P
r
in

c
e

の
モ
チ
ー
フ
に
み
る

宗
教
と
社
会

坂
元
　
陽
子

D
u

b
lin

e
r
s

研
究

佐
々
木
麻
由

―
―
「
パ
ラ
リ
シ
ス
」
と
は
何
か
―
―

T
h

e
P

o
r
tr

a
it

o
f

a
L

a
d

y

の
研
究

―
―Isabel

の
変
化
と
結
末
に
つ
い
て
―
―

清
水
　
怜
子

Jam
es

B
aldw

in,
G

io
v
a

n
n

i’s
R

o
o
m

研
究

―
―D

avid

の
愛
に
つ
い
て
―
―

庄
島
　
千
恵

隠
さ
れ
たW

ilde

の
性
質

真
見
　
繁
治

―
―The

Picture
ofD

orian
G

ray

に
お
け
る
新

し
い
見
方
―
―

T
oniM

orrison
J
a

z
z

の
中
に
流
れ
る
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ジ
ャ
ズ
に
つ
い
て

末
松
　
徳
昭

E
dgar

A
llan

Poe
“A

ssignation”

研
究

―
―“Stranger”

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
に
つ

い
て
―
―

菅
原
ひ
さ
よ

T
ennessee

W
illiam

s,“A
Streetcar

N
am

ed
D

esire”
研
究

杉
浦
　
　
舞

―
―
投
影
さ
れ
た
彼
の
半
生
と
主
題
―
―

F.ScottFitzgerald

研
究

杉
本
　
里
幸

―
―“W

interD
ream

s”

の
構
造
と
主
題
に
つ
い

て
―
―

英
語
・
日
本
語
の
比
較
に
よ
る
省
略
の
規
則

鈴
木
純
一
郎

K
ate

C
hopin

のT
h

e
A

w
a

k
in

g

研
究

―
―E

dna

の
死
の
意
味
す
る
も
の
―
―

鈴
木
　
理
恵

T
h

e
S

c
a

r
le

t
L

e
tte

r

研
究

住
原
　
早
苗

―
―
ホ
ー
ソ
ン
の
罪
の
意
識
に
つ
い
て
―
―

条
件
文
の
持
つ
意
味
の
認
識

曽
田
　
　
直

T
oniM

orrison

のS
u

la

に
お
け
る
善
悪

の
価
値
観
に
つ
い
て

園
田
　
千
鶴

G
rice

の
会
話
の
含
意
と
い
う
理
論
に
つ
い
て

高
尾
　
竜
一

E
dgar

A
llan

Poe
“T

he
B

lack
C

at”

に

お
け
る
主
人
公
の
深
層
心
理
の
考
察

高
嶋
　
直
子

A
lice’s

A
dventures

in
W

onderland

の

研
究

高
橋
加
奈
子

In
v
is

ib
le

M
a

n

に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
に
つ
い
て

h
橋
　
真
介

A
ngela

C
arter

and
G

ender
Problem

s

in
Fairy

T
ales

h
橋
み
ど
り

冠
詞
の
総
称
表
現

h
橋
　
美
保

T
h

e
P

o
w

e
r

a
n

d
th

e
G

lo
r
y

竹
満
　
　
祥

―
―priest

の
殉
教
に
つ
い
て
―
―

F.ScottFitzgerald’s
T

e
n

d
e
r

is
th

e

N
ig

h
i:

T
h

e
V

is
io

n
a

r
y

D
r
e
a

m
s田

中
　
沙
織

“
T

h
e

P
u

r
lo

in
e
d

L
e
tte

r
”

の
研
究

―
―Poe

が
書
く
推
理
小
説
に
み
ら
れ
る
人
間

の
心
理
―
―

田
中
　
宏
美

E
dgar

A
llan

Poe,“T
he

Fallofthe

H
ouse

ofU
sher”

研
究

田
中
　
悠
紀

―
―M

adeline

が
生
き
な
が
ら
埋
葬
さ
れ
た
意

味
―
―

T
he

C
atcher

In
T

he
R

ye
研
究

―
―
ホ
ー
ル
デ
ン
が
求
め
た
救
済
に
つ
い
て
―
―

田
端
　
美
香

A
lic

e
’s

A
d

v
e
n

tu
r
e
s

in
W

o
n

d
e
r
la

n
d

研
究

田
畑
　
　
舞

―
―
ア
リ
ス
の
心
と
現
実
社
会
―
―

T
he

B
luestE

ye

研
究

玉
野
　
　
希

―
―
愛
の
欠
如
が
も
た
ら
し
た
悲
劇
―
―

R
obertFrost

の“B
irches”

に
お
け
る

「
天
と
地
の
間
で
揺
れ
動
く
こ
と
」

に
つ
い
て

茅
原
絵
里
子

E
rnestH

em
ingw

ay

研
究

辻
　
　
寛
之

―
―N

ick
A

dam
s

を
通
し
て
描
か
れ
る
人
間
の

生
き
方
に
つ
い
て
―
―

E
m

ily
B

ronte,
W

u
th

e
r
in

g
H

e
ig

h
ts

研
究

常
川
　
真
由

英
語
の
定
性
と
不
定
性
に
つ
い
て

津
村
　
浩
一

日
本
人
の
英
語
学
習
に
お
け
る
母
語
の
影
響

―
―
日
英
語
の
名
詞
修
飾
表
現
の
相
違
か
ら
―
―

寺
田
　
公
美

N
athanaelW

est’s
M

iss
Lonelyhearts

―
―
個
人
と
社
会
―
―

田
頭
　
将
樹

J.D
.Salinger,

T
h

e
C

a
tc

h
e
r

in
th

e
R

y
e

研
究

外
丸
　
梨
絵

―
―
「
成
熟
」
に
お
け
る
ボ
ー
ル
デ
ン
の
認
識

の
変
化
に
つ
い
て
―
―

A
S

tr
e
e
tc

a
r

N
a

m
e
d

D
e
s
ir

e

の
狂
気
と
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現
実
世
界

冨
田
　
華
代

―
―
現
実
世
界
を
拒
絶
し
、
自
分
の
価
値
観
を

通
し
た
女
の
一
生
―
―

T
h

e
A

d
v
e
n

tu
r
e
s

o
f

H
u

c
k
le

b
e
r
r
y

F
in

n

ハ
ッ
ク
を
と
り
ま
く
人
々
と
逃
避堂

前
　
篤
史

T
h

e
P

o
r
tr

a
it

o
f

a
L

a
d

y

研
究

中
川
　
恵
子

―
―Isabel

の
人
間
的
成
長
に
つ
い
て

T
oniM

orrison,
P

a
r
a

d
is

e
に
見
る
共
同

体
の
理
想
像

中
嶋
　
信
裕

E
rnestH

em
ingw

ay,
T

h
e

O
ld

M
a

n

a
n

d
th

e
S

e
a

研
究

中
坊
　
亮
太

―
―
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
人
間
観
に
つ
い
て
―
―

依
頼
表
現
に
つ
い
て

中
村
　
幸
子

〜
強
制
力
と
丁
寧
さ
〜

R
elationships

ofFam
ily

in
M

arie-C
laire

B
lais’

M
a

d
S

h
a

d
o
w

s

長
井
　
教
子

T
h

e
S

c
a

r
le

t
L

e
tte

r

研
究

七
海
小
夜
子

―
―
ホ
ー
ソ
ン
の
描
く
「
人
間
の
真
実
」
―
―

F
ie

s
ta

:
T

h
e

S
u

n
A

ls
e

R
is

e
s

に
お
け
る

Jake

とB
rett

の
戦
争
の
傷
跡
と
克
服

西
川
　
　
舞

W
uthering

H
eights

研
究

西
村
ひ
と
み

―
―H

eathcliff

とC
atharine

の
愛
に
つ
い
て
―
―

E
dgar

A
llan

Poe

研
究

西
室
　
佳
美

―
―“The

Tell-Tale
H

eart”
“The

B
lack

C
at”

“The
Im

p
ofPerverse”

恐
怖
小
説
の
題
材
と

表
現
方
法
―
―

Sylvia
Plath

の
詩
に
告
白
さ
れ
る
父
、

そ
し
て
死
へ
の
想
い

西
本
　
昌
史

Langston
H

ughes
S

E
L

E
C

T
E

D
P

O
E

M
S

O
F

L
A

N
G

S
T

O
N

H
U

G
H

E
S

研
究

―
―H
ughes

の
詩
の
魅
力
に
つ
い
て
―
―

野
竹
　
陽
一

ジ
ェ
ー
ン
・
エ
ア

橋
田
　
佳
枝

―
―
ジ
ェ
ー
ン
の
抵
抗
―
―

E
m

ily
D

ickinson

研
究

長
谷
川
顕
子

―
―D

ickinson

に
と
っ
て
の
詩
とD

ickinson
が
詩
に
込
め
た
も
の
―
―

A
g
n

e
s

G
r
e
y

論

長
谷
川
亜
沙
子

―
―
宗
教
・
階
級
・
財
産
と
結
婚
―
―

A
Study

ofJeffrey
E

ugenides’s
T

h
e

V
ir

g
in

S
u

ic
id

e
s

T
he

B
eauty

ofD
eath

長
谷
川
典
充

A
Study

ofJane
A

usten’s
P

e
r
s
u

a
s
io

n
:

A
R

eflection
ofO

ur
W

orld

川
雅
子

G
raham

G
reene

T
h

e
E

n
d

o
f

th
e

A
ffa

ir

研
究

早
川
由
希
子

L
ittle

W
o
m

e
n

研
究

林
　
　
華
世

―
―Jo

に
つ
い
て
―
―

K
ate

C
hopin

のT
h

e
A

w
a
k
e
n

in
g

に
お
け
る

主
人
公E

dna

の
死
に
つ
い
て

林
　
　
美
里

D
ickens

「
ら
し
さ
」
と
そ
の
「
芸
術
」
性

―
―G

reatE
xpectations

に
み
るD

ickens

の

特
質
―
―

人
見
　
慎
一

Francis
ScottK

ey
Fitzgerald

の

T
h

e
G

r
e
a

t
G

a
ts

b
y

研
究

日
野
　
綾
美

―
―
ギ
ャ
ッ
ツ
ビ
ー
の
「
失
敗
」
の
意
味
―
―

T
he

B
luestE

ye

研
究

平
尾
　
厚
子

―
―
生
き
る
環
境
がPecola

に
与
え
た
影
響
に

つ
い
て
―
―

代
名
詞it

の
意
味
と
機
能

広
野
　
剛
士

Lew
is

C
arroll,

A
lic

e
’s

A
d

v
e
n

tu
r
e
s

in
W

o
n

d
e
r
la

n
d

研
究

藤
田
　
有
貴

『
不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
の
原
動
力
―
―“

子

ど
も‘

と

“

言
葉‘

E
m

ily
D

ickinson

の
捉
え
た
死
に
つ
い
て

の
想
い

藤
元
　
智
美

―
―
「
死
」
か
ら
「
不
滅
」
ま
で
―
―

T
oniM

orrison

のT
h

e
B

lu
e
s
t

E
y
e

に

お
け
るPecola

とC
laudia

の
価
値
観

に
つ
い
て

藤
原
　
史
依
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H
enry

Jam
es

のT
h

e
P

o
r
tr

a
it

o
f

a

L
a

d
y

研
究

船
阪
佳
奈
子

無
冠
詞
の
目
的
性
の
用
法
に
お
け
る
意
味
の

拡
張

前
田
　
智
哉

進
行
形
が
可
能
な
動
詞
と
不
可
能
な
動
詞
の

条
件
に
つ
い
て

松
浦
　
育
子

T
h

e
A

w
a

k
e
n

in
g

研
究

松
尾
　
尚
美

―
―
「
目
覚
め
」
の
行
方
と
そ
の
結
末
―
―

S
u

la

研
究

松
原
　
正
人

―
―Sula

とN
el

の
自
己
表
現
に
つ
い
て
―
―

T
hom

as
H

ardy
T

e
s
s

o
f

th
e

D
’U

r
b
e
r
v
ille

s

に
つ
い
て

眞
野
　
絢
子

―
―
主
人
公
に
影
響
を
与
え
た
も
の
―
―

T
e
s
s

o
f

th
e

D
’U

r
b
e
r
v
ille

s

研
究

丸
谷
　
美
穂

―
―H

ardy

の
世
界
観
と
ス
ト
ー
ン
ヘ
ン
ジ
―
―

T
heir

E
yes

W
ere

W
atching

G
od

研
究

―
―Janie

の
夢
の
実
現
に
つ
い
て
―
―光

森
　
志
寿

T
h

e
P

ic
tu

r
e

o
f

D
o
r
ia

n
G

r
a

y

研
究

―
―
人
間
の
宿
命
と
芸
術
に
つ
い
て
―
―

三
宅
　
陽
子

T
oniM

orrison

のS
u

la

宮
澤
　
慶
子

―
―
「
悪
」
が
果
た
す
役
割
―
―

S
u

la

研
究

本
光
知
香
子

―
―
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
け
るSula

の
存
在
の

意
味
と
役
割
に
つ
い
て
―
―

T
h

e
A

d
v
e
n

tu
r
e

o
f
T

o
m

S
a

w
y
e
r

の
研
究

―
―
ト
ム
・
ハ
ッ
ク
・
ジ
ョ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の

「
ひ
と
の
良
さ
」
に
つ
い
て
―
―

森
岡
　
亮
二

E
dgar

A
llan

Poe,“T
he

M
urders

in

the
R

ue
M

orgue”

森
田
健
太
郎

―
―
デ
ュ
パ
ン
の
分
析
能
力
に
つ
い
て
―
―

T
h

e
M

y
s
te

r
io

u
s

S
tr

a
n

g
e
r

の
研
究
、
及

び
作
品
か
ら
読
み
取
るM

ark
Tw

ain

の
晩

年
の
思
想
に
つ
い
て
の
考
察

薮
　
耕
太
郎

H
enry

D
avid

T
horeau,“W

alking”

研
究

山
岸
　
琴
子

E
.M

.Forster,
H

o
w

a
r
d

s
E

n
d

研
究

山
崎
　
大
輔

G
eorge

E
liot,

S
ila

s
M

a
r
n

e
r
:
T

h
e

W
e
a

v
e
r

o
f

R
a

v
e
lo

e

研
究

山
田
や
よ
い

―
―Silas

M
arner

の
人
間
性
の
回
復
に
込
め
ら

れ
た
も
の
―
―

E
dgar

A
llan

Poe,“T
he

M
urders

in

the
R

ue
M

orgue”

研
究

山
ノ
井
愛
子

―
―Poe

とD
upin

の
関
連
性
―
―

H
o
n

a
r
d

s
E

n
d

研
究
　
対
立
の
中
で
の

M
argaret

の
役
割

山
本
　
聡
子

A
Study

ofE
.E

.C
um

m
ings’“in

Just—
”

吉
賀
　
直
子

C
om

prehension
ofLanguage

by
U

sing

O
ur

Linguistic
C

om
petence

g
田
　
友
香

否
定
辞
繰
り
上
げ
と
否
定
対
極
表
現
の
関
係

渡
辺
　
康
弘

日
本
語
と
英
語
の
語
彙
認
識
範
囲
の
違
い

―
―
名
詞
と
動
詞
の
比
較
か
ら
考
察
―
―

渡
邉
　
悠
祐

D
a

is
y

M
ille

r

研
究

上
田
　
敏
久

―
―W

interbourne

のD
aisy

に
対
す
る
心
の

ゆ
ら
ぎ
―
―

E
dgar

A
llan

Poe
“T

he
B

lack
C

at”永
井
　
麻
弥

T
h

e
A

d
v
e
n

tu
r
e
s

o
f

H
u

c
k
le

b
e
r
r
y

F
in

n

に
み
る
南
部
の
問
題

矢
崎
　
佳
織

W
a

lt
W

h
itm

a
n

,
L

e
a

v
e
r
s

o
f

G
r
a

s
s

〜“Song
ofM

yself”

に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
に

つ
い
て
〜

鈴
木
　
晶
子

等
位
接
続
詞and

の
特
徴

石
丸
　
明
美

K
azuo

Ishiguro,
T

h
e

R
e
m

a
in

s
o
f

th
e

D
a

y

に
お
け
る
晩
年
に
つ
い
て
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―
―Stevens

の
語
り
を
軸
に
―
―

今
井
　
淑
恵

現
在
完
了
進
行
形
の
意
味
範
疇

小
柳
　
栄
二

The
Possibility

ofRebirth
in

Raym
ond

C
arver’s

C
a
th

e
d

r
a
l

鈴
木
　
愛
作

主
人
公H

om
er

の
人
間
性
に
つ
い
て萩

原
　
史
保

Jane
A

usten,
P

r
id

e
a

n
d

P
r
e
ju

d
ic

e

研
究

―
―
四
組
の
結
婚
に
つ
い
て
―
―

細
井
　
淳
子

D
ead

Poets
Society

研
究

丸
山
　
文
子

―
―Todd

とN
eil

を
比
較
し
な
が
ら
考
察
す
る

“Seize
the

Pay”

の
も
つ
本
当
の
意
味
―
―

B
eatrix

Potter

研
究

伊
藤
　
　
幸

〜
『
ピ
ー
タ
ー
ラ
ビ
ッ
ト
』
を
読
む
〜

子
ど
も
の
英
語
習
得
の
過
程
に
つ
い
て

浮
田
　
陽
子

E
llen

G
lasgow

,B
arren

G
round

研
究

―
―
19
世
紀
ア
メ
リ
カG

rasgow

と
主
人
公

D
orinda

の
果
た
し
た
役
割
を
中
心
に
―
―

大
塚
　
朱
美

W
illiam

B
lake’s

T
h

e
M

a
r
r
ia

g
e

o
f

H
e
a

v
e
n

a
n

d
H

e
ll:Incarnating

Im
agination

岡
i

忍

T
h

e
C

h
ild

r
e
n

’s
H

o
u

r

に
お
け
るM

antha

の
自
殺
と
、
そ
の
背
景
に
あ
る
も
の

金
城
　
静
穂

A
rturo

Islas

に
お
け
る
リ
オ
・
ブ
ラ
ボ
の

伝
承

辻
　
　
幸
江

―
―
移
民
三
世
代
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
変

遷
を
め
ぐ
っ
て
―
―

Song
ofSolom

on

に
お
け
るM

ilkm
an

の

人
間
的
成
長
と
「
飛
ぶ
」
こ
と
の
意
味

中
村
み
ぶ
子

T
h

e
T

u
r
n

o
f

th
e

S
c
r
e
w

に
お
け
る
亡
霊

の
存
在

道
田
　
揚
規

T
h

e
A

d
v
e
n

tu
r
e
s

o
f

A
u

g
ie

M
a

r
c
h

研
究

―
―
シ
ュ
ミ
レ
ー
ル
と
し
て
のA

ugie
M

arch

―
―

荒
木
　
圭
介

H
aw

thorne

の
抱
く
価
値
観

飯
田
　
剛
嗣

―
―
「
許
さ
れ
ざ
る
罪
」（The

U
m

pardonable

Sin

）か
ら
読
み
取
れ
るH

aw
thorne

の
主
張
―
―

英
語
と
秋
田
弁
の
比
較

石
田
　
実
奈

Salom
e

の
系
図

吉
岡
　
孝
剛

―
―O

scarW
ilde

のS
a
lo

m
e

を
中
心
に
―
―

T
hom

as
H

ardy’s
view

ofw
om

an
in

T
e
s
s

o
f

th
e

D
’U

r
b
e
r
v
ille

s

香
園
　
静
江

史
学
科
　
日
本
史
学
専
攻

近
代
日
本
の
政
教
関
係

相
場
俊
太
郎

中
世
末
期
の
銭
貨
流
通

阿
部
　
　
航

稲
荷
社
本
願
所
愛
染
寺
の
社
家
の
対
立
に

関
し
て

阿
部
雄
一
郎

無
縁
所
の
特
徴

池
上
　
和
夫

〜
戦
国
時
代
の
寺
院
か
ら
の
考
察
〜

采
女
の
変
遷
に
つ
い
て
の
一
考
察

伊
藤
　
純
子

南
北
朝
期
の
合
戦
形
態

井
上
　
　
聡

〜
個
人
戦
か
ら
集
団
戦
へ
の
移
行
〜

北
海
道
に
お
け
る
新
聞
の
発
達

上
杉
　
順
子

感
神
院
犬
神
人
に
つ
い
て

上
田
　
知
佳

―
―
中
世
の
弦
売
り
を
中
心
に
―
―

沖
縄
貝
塚
時
代
の
生
業

上
田
　
正
晴

戦
国
期
甲
斐
国
・
国
人
領
主
、
小
山
田
氏
の

動
向

植
田
　
将
之

―
―
武
田
氏
と
の
関
連
に
つ
い
て
―
―

一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
革
新
勢
力

〜
社
会
大
衆
党
を
中
心
に
〜

梅
田
　
敦
嗣

明
治
期
以
降
の
出
版
界
に
つ
い
て

〜
書
店
の
様
子
を
中
心
に
〜

梅
本
裕
紀
子

戦
国
期
城
下
町
と
領
主
権
力
の
関
係

938
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大
川
真
由
美

中
世
後
期
の
日
朝
間
に
お
け
る
自
己
、
自
他

認
識
の
形
成
と
変
遷

大
島
　
和
幸

立
憲
政
友
会
と
産
業
立
国
主
義

大
西
　
真
司

戦
後
歴
史
学
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
問
題

岡
田
　
俊
洋

織
田
信
長
政
権
に
お
け
る
「
天
下
」
観
念

岡
田
　
知
子

メ
デ
ィ
ア
と
ス
ポ
ー
ツ
と
企
業

岡
本
　
賢
太

―
―
読
売
新
聞
社
と
読
売
巨
人
軍
の
プ
ロ
野
球

界
で
の
あ
り
方
―
―

近
畿
地
方
の
人
物
埴
輪

小
幡
奈
緒
子

単
位
集
団
か
ら
み
た
集
落
構
成

梶
村
奈
都
子

近
世
、
近
代
の
「
旅
行
サ
ー
ビ
ス
」
に
つ
い

て
の
一
考
察

香
月
　
　
毅

〜
講
社
の
活
動
を
通
し
て
〜

全
面
講
和
論
に
つ
い
て

金
森
　
　
亮

光
仁
・
桓
武
朝
に
お
け
る
天
武
系
皇
女

―
―
斎
王
制
度
を
中
心
に
―
―

糀
島
　
祐
子

古
代
皇
后
論
　
橘
嘉
智
子
を
中
心
に川

合
　
宏
美

昭
和
戦
前
期
の
身
の
上
相
談

川
嶋
　
律
子

〜
『
読
売
新
聞
』
身
の
上
相
談
欄
と
河
崎
な
つ

の
思
想
〜

近
代
人
物
評
論
の
成
立
と
変
遷

川
端
　
裕
子

―
―
勝
海
舟
評
の
背
景
へ
の
一
考
察
―
―

縄
文
時
代
の
水
場
遺
構

木
全
　
良
典

石
橋
湛
山
の
思
想

木
村
　
友
典

平
安
時
代
の
結
婚
秩
序
と
〈
色
好
み
〉
観
念

熊
野
　
展
子

南
北
朝
期
九
州
に
於
け
る
党
派
間
流
動

倉
持
　
寿
敏

明
治
前
期
に
お
け
る
京
都
番
組
小
学
校

〜
学
校
と
地
域
の
か
か
わ
り
方
〜

小
坂
　
光
広

石
冠
学
史
的
に
み
た
石
冠
の
研
究

小
島
　
裕
介

近
世
後
期
の
寄
席
・
見
世
物
興
行
に
関
す
る

考
察

齋
藤
　
圭
介

〜
尾
張
名
古
屋
の
事
例
を
も
と
に
〜

大
阪
湾
沿
岸
に
お
け
る
弥
生
時
代
磨
製
石
器

の
様
式
構
造
と
そ
の
特
質

櫻
井
　
拓
馬

看
板
の
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
考
察

―
―
江
戸
期
を
中
心
と
し
て
―
―

佐
々
木
道
代

江
戸
時
代
の
お
歯
黒

澤
田
　
　
芳

日
本
伝
統
音
楽
の
近
代

柴
山
　
礼
子

―
―
稽
古
事
と
し
て
の
箏
曲
を
中
心
に
―
―

明
治
二
〇
年
代
三
〇
年
代
の
天
理
教

〜
布
教
状
況
及
び
内
務
者
の
取
締
り
訓
令
に
関
し
て
〜

島
村
　
正
規

近
世
吉
原
の
遊
女
に
つ
い
て

清
水
　
聡
子

―
―
太
夫
消
滅
の
原
因
―
―

古
墳
時
代
に
お
け
る
須
恵
器
地
方
窯
の
成
立

菅
原
　
雄
一

内
務
官
僚
の
政
治
的
動
向

清
家
　
　
剛

〜
人
事
行
政
の
自
己
完
結
化
〜

山
林
寺
院
で
あ
る
梵
釈
寺
の
考
察

関
谷
　
友
紀

茶
道
具
茶
筅
に
つ
い
て
の
歴
史
的
考
察

染
井
絵
里
子

近
世
の
暦
に
つ
い
て

田
内
　
友
代

百

・
古
市
古
墳
群
周
辺
の
集
落
遺
跡

h
木
久
美
子

実
朝
の
将
軍
権
力

高
谷
　
勇
輝

錦
絵
の
誕
生
と
発
展

高
橋
　
香
苗

義
満
期
に
お
け
る
公
武
関
係
に
つ
い
て

高
橋
　
英
彦

弥
生
・
古
墳
時
代
の
農
耕
に
つ
い
て
の

諸
問
題

h
橋
　
美
沙

近
世
の
武
家
屋
敷
に
つ
い
て

高
本
麻
衣
子

―
―
三
都
を
中
心
に
―
―

日
本
現
代
史
に
お
け
る
教
科
書
問
題
論
争

に
つ
い
て

瀧
川
　
修
平
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日
本
赤
十
字
社
創
設
の
意
義

田
中
　
亮
子

明
治
議
会
と
選
挙
制
度
改
革

田
中
　
伸
孝

中
世
武
士
団
の
族
的
結
合

田
辺
　
記
子

―
―
紀
伊
国
湯
浅
党
の
党
的
結
合
を
例
に
―
―

古
墳
副
葬
品
の
配
置

谷
岡
　
道
悦

室
町
期
に
お
け
る
医
師
の
地
位

中
村
　
優
里

大
正
期
日
本
陸
軍
の
動
向
に
つ
い
て
の

一
考
察

永
井
　
敬
久

中
部
地
方
に
お
け
る
縄
文
時
代
晩
期
土
器
の

再
検
討

永
井
雄
一
郎

古
代
政
治
史
に
お
け
る
菅
原
道
真
の
果
た
し

た
役
割

二
木
　
元
英

戦
国
期
の
土
佐
国
に
お
け
る
職
人
に
つ
い
て

萩
原
由
加
里

『
自
然
環
境
の
悪
化
』
と
『
自
然
観
の
変
化
』

原
　
菜
穂
子

中
世
前
期
土
壙
墓
に
つ
い
て

馬
場
　
郁
恵

土
偶
の
名
称

馬
場
真
美
子

“

丁‘

と
い
う
物
語

藤
城
　
　
理

土
製
模
造
品
に
み
る
古
代
人
の
祈
り藤

田
真
智
子

室
町
幕
府
に
お
け
る
同
朋
衆
の
職
制
に

つ
い
て

藤
野
　
リ
カ

近
世
京
都
出
土
の
土
人
形
に
つ
い
て

細
川
　
智
美

海
獣
葡
萄
鏡
に
つ
い
て

前
田
す
み
え

古
代
の
北
陸
道

松
井
　
由
希

近
江
湖
東
式
軒
瓦
の
定
義
と
そ
の
分
布

松
浦
　
広
明

近
世
京
都
の
町
家

三
浦
ゆ
き
か

中
世
小
説
と
民
衆

三
谷
　
藍
子

中
世
武
士
と
殺
生
罪
業
観

宮
下
　
　
健

戦
国
期
根
来
寺
の
泉
南
地
方
進
出

〜
『
政
基
公
族
引
付
』
の
記
事
を
中
心
と
し
て
〜

三
好
　
英
樹

若
者
組
に
つ
い
て

村
上
　
和
広

人
形
代
に
つ
い
て

村
田
　
裕
子

―
―
古
代
か
ら
近
世
に
か
け
て
の
変
遷
を
中
心

に
―
―

明
治
初
期
の
日
清
外
交

森
本
　
敦
子

―
―
柳
原
前
光
と
日
清
修
好
条
規
交
渉
の
関
わ

り
を
中
心
に
―
―

奇
兵
隊
諸
隊
の
リ
ス
ト
ラ
に
つ
い
て矢

次
　
昌
之

中
世
に
お
け
る
す
り
鉢
の
利
用

八
幡
絵
津
子

近
世
画
論
に
み
る
〈
琳
派
〉

山
内
　
真
理

江
戸
初
期
の
「
美
術
市
場
」
に
つ
い
て
の

考
察

―
―
絵
画
を
中
心
に
―
―

山
本
真
紗
子

初
期
議
会
期
の
政
治
史
に
関
す
る
一
考
察

―
―
山
縣
有
朋
の「
積
極
主
義
」と「
大
権
主
義
」―
―

吉
川
　
明
洋

畑
跡
に
つ
い
て
の
考
察

吉
田
　
隆
史

東
寺
領
・
弓
削
島
荘
に
お
け
る
一
考
察

渡
邊
　
恭
輔

近
畿
地
方
に
お
け
る
方
形
周
溝
墓
の
埋
葬

配
列
に
つ
い
て

新
山
　
和
宏

年
中
行
事
を
と
お
し
て
み
た
中
世
の
村
の

生
活

田
中
　
　
亨

古
代
日
本
に
お
け
る
「
天
」
観
念
に
つ
い
て

の
考
察

中
川
　
佳
律

明
治
中
期
に
お
け
る
外
交
官
界
に
つ
い
て
の

考
察

服
部
　
光
浩

〜
外
務
官
僚
期
の
原
敬
を
中
心
に
〜

弥
生
時
代
に
お
け
る
土
器
、
銅
鐸
に
描
か
れ

た
建
物
絵
画
に
つ
い
て

細
川
　
　
彩

中
世
後
期
奈
良
に
お
け
る
「
住
宅
検
団
」
に

つ
い
て

辻
本
　
志
保

明
治
後
期
の
立
身
出
世

荒
木
　
ま
み

―
―
中
等
音
楽
教
員
を
中
心
に
―
―

公
娼
制
度
か
ら
の
賦
金
の
行
方

伊
貝
　
仁
子

―
―
「
都
を
ど
り
」
の
果
た
し
た
役
割
―
―

940
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近
世
の
都
市
寺
院

石
田
ひ
ろ
子

「
芸
術
」
の
多
用
化

荻
野
　
正
人

―
―
構
成
主
義
を
軸
に
―
―

縄
文
時
代
に
お
け
る
装
飾
品
の
着
用
率

古
賀
　
　
武

近
世
後
期
の
武
士
教
育

h
田
ヤ
ス
子

―
―
秋
月
藩
校
を
事
例
と
し
て
―
―

満
鉄
の
終
焉
と
そ
の
後

立
山
　
曠

―
―
元
満
鉄
社
員
を
中
心
に
し
て
―
―

渡
来
人
の
足
跡
を
追
う

浪
江
　
志
乃

―
―
大
壁
建
物
を
中
心
と
し
て
―
―

埋
葬
姿
勢
か
ら
み
た
縄
文
墓
制

藤
澤
　
珠
織

古
代
都
城
の
煮
炊
具

松
島
　
真
弓

―
―
そ
の
使
用
痕
観
察
か
ら
―
―

災
害
考
古
学

村
上
貴
和
美

―
―
災
害
痕
跡
か
ら
の
視
点
―
―

日
本
の
光
学
工
業
史

森
　
　
亮
資

戦
国
武
将
の
出
拠
進
退
を
考
察
す
る

―
―
尼
子
勝
久
と
山
中
鹿
作
を
中
心
と
し
て
―
―

森
江
　
利
夫

鎌
倉
期
に
お
け
る
軍
時
と
交
通

八
木
　
典
子

児
童
画
に
み
る
軍
都

吉
田
ち
づ
ゑ

―
―
梅
田
学
級
の
絵
―
―

明
治
期
に
お
け
る
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
導
入

―
―
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
み
る
西
洋
文
化
と

日
本
文
化
の
融
合
―
―

谷
口
　
明
代

戦
国
期
武
家
女
性
の
役
割

内
村
　
督
支

―
―
毛
利
隆
元
室
尾
崎
局
を
中
心
と
し
て
―
―

明
治
前
期
に
お
け
る
プ
ロ
イ
セ
ン
化
考

谷
　
　
　
健

大
阪
府
に
お
け
る
遊
郭
設
置
反
対
運
動
に

つ
い
て

佐
々
木
能
子

―
―
飛
田
遊
郭
設
置
問
題
を
事
例
に
―
―

軍
都
の
台
頭
と
軍
令
の
制
定
に
つ
い
て

筆
島
功
二
郎

一
遍
の
「
捨
て
る
」
思
想
に
つ
い
て

―
―
超
一
ら
と
の
別
れ
を
中
心
に
―
―山

西
真
由
美

日
本
人
カ
ナ
ダ
移
民
の
生
活

宮
嶋
　
剛
志

近
世
日
本
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

久
保
田
雄
一

女
性
雑
誌
か
ら
見
る
女
性
の
結
婚
に
対
す
る

意
識
の
変
化

坂
口
　
晴
代

丹
波
の
生
活
雑
器

高
倉
　
　
大

史
学
科
　
東
洋
史
学
専
攻

南
宋
初
期
に
お
け
る
兵
制
に
つ
い
て東

　
　
克
洋

青
磁
の
色
の
変
遷

池
上
　
純
之

―
―
文
献
を
踏
ま
え
た
一
考
察
―
―

前
漢
代
の
貨
幣
に
つ
い
て

泉
　
　
　
悠

宋
代
の
貿
易

内
田
　
盛
也

馬
援
と
扶
風
馬
氏

大
瀧
　
耕
平

民
族
政
策
と
少
数
民
族
の
生
活
の
変
化

大
西
　
加
織

劉
邦
と
そ
の
功
臣
達
に
つ
い
て

尾
崎
　
　
敬

文
化
大
革
命
と
庶
民

川
原
　
宏
教

唐
末
五
代
の
河
朔
三
鎮
に
つ
い
て

木
曽
川
直
哉

19
世
紀
初
め
に
お
け
る
東
南
ア
ジ
ア
の

キ
リ
ス
ト
教
学
校

北
村
さ
く
ら

前
漢
の
丞
相
に
つ
い
て

城
戸
　
知
子

九
世
紀
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
張
保
皐
と

新
羅
商
人

上
月
　
政
弘

現
代
中
国
に
お
け
る
政
治
と
観
光

小
山
　
晃
裕

陳
羣

小
山
　
　
薫

宋
代
庶
民
の
経
済
生
活

酒
井
　
陽
香
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―
―
収
入
と
物
価
―
―

漢
民
族
の
世
界
観

迫
　
　
裕
介

中
国
の
人
口
問
題
と
一
人
っ
子
政
策澤

淵
　
史
恵

唐
代
の
服
飾
に
つ
い
て

三
路
　
　
誠

緑
茶
と
紅
茶

立
花
　
真
歩

―
―
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
の
茶
文
化
比
較
―
―

日
清
戦
争
以
後
に
お
け
る
中
国
留
学
生
に

つ
い
て

田
中
　
典
彰

『
大
義
覚
迷
録
』
に
つ
い
て

樽
野
　
　
泉

『
顔
氏
家
訓
』
小
論

塚
林
　
美
沙

宋
代
貨
幣
考

辻
井
　
寿
世

―
―
金
銀
流
通
を
中
心
に
―
―

中
国
古
代
山
東
地
域
に
お
け
る
墓
葬
制
度

坪
井
　
大
輔

法
顕
の
西
域
に
お
け
る
族
に
つ
い
て

〜
敦
煌
か
ら
于

〜

栗
花
落
義
隆

ア
ン
コ
ー
ル
再
考

手
塚
　
悟
子

―
―
ア
ン
コ
ー
ル
期
の
信
仰
に
つ
い
て
―
―

曹
操
政
権
の
国
家
像
に
つ
い
て

冨
山
　
大
門

〜
曹
操
と
荀

と
の
関
係
を
中
心
に
〜

金
玉
均
と
甲
申
政
変

中
田
　
祐
子

唐
代
の
仏
教
僧
団
と
国
家
の
一
体
化

―
―
国
家
に
よ
る
僧
団
の
管
轄
・
功
徳
使
に
つ

い
て
―
―

永
富
　
千
絵

宋
代
の
葬
儀
に
つ
い
て

西
岡
　
恵
子

中
国
革
命
と
梅
屋
左
吉

樋
口
　
剛
志

明
代
交
通
事
情

福
田
　
弘
幸

南
宋
の
財
政
政
策

藤
澤
　
尚
美

―
―
東
南
会
子
を
中
心
と
し
て
―
―

李
氏
朝
鮮
に
お
け
る
知
識
人
に
つ
い
て

増
田
　
克
彦

林
彪
事
件
に
つ
い
て

松
尾
　
祥
司

西
晋
政
治
史
に
お
け
る
一
考
察

―
―
張
華
を
中
心
に
―
―

松
田
　
稔
広

太
平
天
国
と
イ
ギ
リ
ス

円
山
　
順
二

風
箏
に
関
す
る
一
考
察

三
嶋
　
康
郎

漢
代
に
お
け
る
『
孝
経
』
の
読
ま
れ
方

溝
口
　
智
子

改
革
・
開
放
以
降
の
市
場
経
済
の
発
展
に

つ
い
て

南
田
　
有
紀

元
朝
フ
ビ
ラ
イ
政
権
下
に
お
け
る
漢
人
世
侯

―
―
と
り
わ
け
史
天
沢
一
族
の
役
割
に
つ
い
て

の
一
考
察
―
―

三
和
　
晋
也

耶
律
楚
材
に
関
す
る
一
考
察

神
保
　
充
伯

則
天
武
后
の
一
考
察

谷
口
　
　
香

二
・
二
八
事
件

狩
野
　
紘
一

―
―
二
・
二
八
事
件
処
理
委
員
会
を
中
心
と
し
て
―
―

近
・
現
代
に
お
け
る
中
国
人
の
女
性
観

―
―
母
性
を
中
心
に
―
―

古
本
　
和
江

食
に
み
る
中
国
の
大
衆
生
活

吉
川
　
幸
子

唐
王
朝
と
道
教
の
関
係

今
津
　
　
健

日
清
戦
争
に
お
け
る
開
戦
外
交

岡
　
　
良
祐

明
・
清
と
琉
球
と
の
関
係

尾
曲
　
圭
介

―
―

人
三
十
六
姓
を
中
心
と
し
た
久
米
村
人

に
つ
い
て
―
―

茶
館
に
つ
い
て

小
出
　
匡
毅

日
本
植
民
地
下
の
台
湾
学
生

岡
嶋
　
嘉
信

韓
国
合
併
後
の
李
王
家

石
田
　
倫
子

三
峡
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
そ
の
諸
問
題園

田
　
智
広

史
学
科
　
西
洋
史
学
専
攻

脳
死
臓
器
移
植
に
み
る
ア
メ
リ
カ
の
文
化
的

背
景
と
そ
の
意
味

石
原
　
達
也

都
市
ロ
ー
マ
に
お
け
る
穀
物
の
供
給
と
施
与

井
邊
　
憲
治

中
世
都
市
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
お
け
る
慈
善
と

兄
弟
団
の
か
か
わ
り

梅
津
　
史
子

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
装
飾
と
身
振
り

浦
　
　
祐
子

―
―
中
世
〜
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
―
―

942

一
六
二



メ
デ
ィ
チ
家
の
覇
権
確
立

大
川
　
直
子

―
―
コ
ジ
モ
・
イ
ル
・
ヴ
ェ
ッ
キ
オ
の
時
代
―
―

中
東
・
ク
ル
ド
民
族
に
つ
い
て
、
周
辺
の
中

東
諸
国
が
抱
え
る
ク
ル
ド
問
題
と
欧
米
諸

国
の
干
渉

織
部
　
美
保

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
自
由

門
田
　
理
沙

二
十
世
紀
イ
ギ
リ
ス
の
外
交
政
策

―
―「
帝
国
主
義
」時
代
に
お
け
る「
大
英
帝
国
」―
―

河
村
　
千
晶

都
市
エ
マ
ル
に
内
在
す
る
権
力
の
二
元
性

―
―
紀
元
前
二
千
年
紀
後
半
の
シ
リ
ア
・
パ
レ
ス
テ

ィ
ナ
に
お
け
る
村
落
共
同
体
に
関
す
る
議
論
―
―

工
藤
　
健
太

優
生
学
と
社
会
福
祉
国
家

黒
田
　
哲
也

文
化
を
超
え
て

東
泊
　
久
美

遺
伝
子
治
療
と
優
生
学

斉
藤
　
雅
世

―
―
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
倫
理
を
め
ぐ
っ

て
―
―

ホ
メ
ロ
ス
に
お
け
る
比
喩
の
世
界
に
つ
い
て

の
考
察

佐
藤
ひ
か
る

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
児
童
虐
待

重
命
　
亜
季

娯
楽
の
中
の
政
治
性

進
藤
　
幸
喜

―
―
ナ
チ
・
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
現
代
社
会
―
―

ユ
ダ
ヤ
人
の
迫
害

杉
村
　
幸
洋

マ
ケ
ド
ニ
ア
台
頭
に
見
る
テ
バ
イ
覇
権
の

重
要
性
に
関
す
る
一
考
察

田
中
　
　
建

第
二
次
世
界
大
戦
下
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
映

画
　
―
―
ア
メ
リ
カ
人
の
対
日
観
を
よ
む
―
―

谷
　
　
委
子

ロ
ー
マ
帝
国
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
迫
害

に
関
す
る
一
考
察

田
畑
　
裕
行

―
―
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
性
格
と
そ
の
実
態
か
ら
―
―

テ
レ
ビ
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
い
か
に
し
て
つ
く

ら
れ
る
か
　
テ
レ
ビ
と
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス

の
関
係
、
そ
の
理
論
と
効
果

近
田
　
修
平

環
境
問
題
の
解
決
に
む
け
て

土
居
　
郷
子

〜
構
造
の
分
析
と
問
題
解
決
へ
の
糸
口
〜

マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
ビ
ザ
ン
ツ
の
強
盛
と
そ
の

要
因

中
野
　
修
平

ギ
リ
シ
ア
暗
黒
時
代
の
再
構
成

長
田
　
　
潤

―
―
考
古
学
と
ホ
メ
ロ
ス
の
両
面
か
ら
―
―

ア
メ
リ
カ
大
衆
文
化
の
代
表
　
ウ
ォ
ル
ト
・

デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界

成
松
　
千
草

「
グ
リ
ム
童
話
集
」
の
誕
生

西
川
　
美
和

―
―
童
話
に
隠
さ
れ
た
歴
史
的
背
景
を
読
む
―
―

視
覚
受
容
の
変
化

野
澤
絵
里
子

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
歴
史

樋
口
　
　
瞳

教
科
書
問
題
　
ド
イ
ツ
、
日
本

平
野
　
克
利

ス
タ
ー
・
ウ
ォ
ー
ズ
か
ら
70
年
代
ア
メ
リ
カ

社
会
を
み
る

平
野
　
智
子

ポ
ッ
プ
ス
に
お
け
る
黒
人
音
楽
史

福
沢
　
栄
樹

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
動
物
へ
の
態
度
の
転
換

―
―
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
の
変
化
に
関
し
て
―
―

藤
井
千
恵
子

都
市
と
農
村
の
相
互
作
用

邊
見
真
理
子

―
―
中
世
初
期
〜
盛
期
ド
イ
ツ
を
中
心
に
―
―

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
の
長
期
存
続
要
因

―
―
15
・
16
世
紀
の
ド
イ
ツ
帝
国
国
制
の
考
察

か
ら
―
―

増
田
栄
利
子

19
世
紀
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
ダ
ン
デ
ィ
ズ
ム

―
―
そ
の
発
生
と
衰
退
―
―

松
隈
　
達
也

現
代
教
育
の
展
望

松
下
健
太
郎

〜
ル
ソ
ー
の
教
育
思
想
に
学
ぶ
〜

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

〜
国
民
国
家
の
形
成
に
お
け
る
シ
ン
ボ
ル
マ
ー

ク
の
機
能
〜

水
野
　
　
愛

多
文
化
社
会
に
お
け
る
表
現
の
自
由

〜
『
ち
び
く
ろ
サ
ン
ボ
』
か
ら
考
え
る
〜

柳
澤
　
和
泉

結
婚
〜
生
殖
の
場
か
ら
安
ら
ぎ
の
場
へ
と
移
り

変
わ
っ
た
家
族
の
21
世
紀
に
お
け
る
役
割
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山
口
　
生
子

ハ
ワ
イ
の
近
代
化
に
お
け
る
民
族
間
の
衝
突

と
社
会
構
造
の
変
化

山
本
　
麻
矢

中
世
の
異
端
カ
タ
リ
派

吉
田
　
有
希

デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
帝
に
よ
る
軍
制

改
革
に
つ
い
て

吉
野
　
友
規

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
の
東
方
遠
征

脇
坂
久
美
子

男
性
優
位
と
「
男
ら
し
さ
」
の
歴
史

―
―
作
ら
れ
た
「
男
ら
し
さ
」
に
至
る
ま
で
―
―

大
滝
　
陽
子

ガ
ヴ
ァ
ネ
ス
か
ら
探
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
期
の

英
国
女
性

国
原
　
　
優

Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
と
そ
の
必
要
性

酒
井
　
春
美

自
由
か
ら
生
ま
れ
る
差
別

大
石
　
千
晶

多
文
化
主
義
の
問
題
点
と
展
望

喜
納
　
久
江

〜
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ハ
ン
ソ
ン
論
争
を
も
と

に
〜

ユ
リ
ウ
ス
＝
ク
ラ
デ
ィ
ウ
ス
朝
に
お
け
る
国
内

統
治
と
防
衛
の
手
法
に
つ
い
て

浜
田
　
周
平

過
度
の
「
母
性
」
に
よ
る
代
償

イ
タ
リ
ア
マ
ン
ミ
ズ
モ
・
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
症
候

群
か
ら
検
証
す
る
男
女
の
あ
り
方
と
は

山
中
　
淑
江

中
世
都
市
の
起
源
・
形
成
に
関
す
る
一
考
察

川
原
　
聖
仁

オ
セ
ア
ニ
ア
島
嶼
国
の
経
済
的
自
立
　
ツ
バ

ル
に
み
る
レ
ン
ト
収
入
依
存
型
経
済
の

未
来

末
原
　
英
幸

中
世
イ
ベ
リ
ア
半
島
の
ユ
ダ
ヤ
人

道
下
三
由
紀

中
世
イ
タ
リ
ア
商
人
の
心
性
に
つ
い
て

只
野
　
義
武

地
理
学
科
　
地
理
学
専
攻

京
都
市
に
お
け
る
レ
ン
タ
ル
ビ
デ
オ
店
の
立

地
展
開
と
そ
の
商
圏
環
境

浅
田
　
正
博

兵
庫
県
氷
上
郡
春
日
町
の
果
樹
栽
培
の
様
子

足
立
　
さ
よ

兵
庫
県
に
お
け
る
観
光
農
業
と
農
園
の
分
布

状
況

足
立
　
拓
也

地
域
振
興
に
お
け
る
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

役
割
　
―
―
三
重
県
阿
山
町
を
事
例
と
し
て
―
―

阿
部
　
大
輔

観
光
客
の
行
動
と
観
光
地
の
発
達
過
程

―
―
兵
庫
県
出
石
町
を
事
例
と
し
て
―
―

飯
田
　
大
輔

都
市
に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
時
空
間
パ
タ

ー
ン

井
阪
　
幸
子

京
都
市
に
お
け
る
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
の
立
地

展
開

石
川
　
裕
基

―
―
企
業
間
に
み
ら
れ
る
立
地
戦
略
の
違
い
―
―

神
戸
に
お
け
る
ア
パ
レ
ル
産
業
の
立
地
と

企
業
活
動

石
田
　
健
治

滋
賀
県
に
お
け
る
居
住
地
移
動
の
特
性

一
色
　
　
淳

都
市
圏
に
お
け
る
通
勤
パ
タ
ー
ン
の
変
化

―
―
京
都
府
に
お
け
る
性
差
に
着
目
し
て
―
―

井
手
　
光
恵

大
阪
市
に
お
け
る
産
業
構
造
の
地
域
的
変
化

井
内
田
科
子

大
津
市
に
お
け
る
宿
泊
施
設
の
立
地
と
展
開

井
上
　
千
晴

大
型
小
売
店
進
出
に
伴
う
大
都
市
周
辺
商
店

街
の
変
容

今
中
　
大
介

―
京
都
市
伏
見
区
　
伏
見
桃
山
の
商
店
街
を
例

と
し
て
―
―

京
都
市
山
科
区
に
お
け
る
居
住
者
属
性
の

変
容

今
西
沙
代
香

京
都
市
に
お
け
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
の

944
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立
地
展
開

岩
本
　
浩
司

心
斎
橋
筋
商
店
街
の
構
造
変
化

―
―
業
種
・
業
態
・
経
営
形
態
の
視
点
か
ら
―
―

植
付
真
由
美

大
和
川
水
系
・
佐
保
川
流
域
に
お
け
る
浸
水

災
害
の
要
因

梅
本
　
　
忠

露
天
商
の
出
店
行
動

江
原
　
光
彦

〜
京
都
市
及
び
そ
の
周
辺
地
域
を
事
例
と
し
て
〜

都
心
部
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
の

拡
大
過
程

大
川
内
洋
介

―
―
京
都
市
中
京
区
御
幸
町
通
以
西
に
お
け
る

事
例
研
究
―
―

枚
方
市
に
お
け
る
緑
地
空
間
の
質
的
変
化
と

居
住
環
境

大
田
　
恵
未

福
井
県
美
浜
町
に
お
け
る
民
宿
経
営
の
地
域

特
性

大
野
　
真
一

高
齢
者
に
お
け
る
外
出
行
動
の
空
間
特
性

―
―
京
都
市
北
区
大
北
山
原
谷
乾
町
と
長
谷
町

を
事
例
に
し
て
―
―

岡
本
紗
代
子

地
方
工
業
都
市
に
お
け
る
外
国
人
労
働
者

問
題
　
　
〜
浜
松
市
を
事
例
に
〜

影
山
　
文
規

古
墳
に
関
す
る
立
地
環
境
変
化
に
つ
い
て

―
―
岐
阜
県
可
児
市
を
事
例
と
し
て
―
―

加
藤
万
由
子

都
心
部
に
お
け
る
人
口
高
齢
化
現
象

―
―
京
都
市
都
心
部
を
事
例
に
―
―

金
野
　
夏
子

ス
キ
ー
観
光
客
の
減
少
と
新
た
な
観
光
振
興

―
―
湯
沢
町
を
例
と
し
て
―
―

鎌
倉
　
阿
貴

大
都
市
圏
に
お
け
る
都
市
化
と
交
通
が
及
ぼ

す
影
響

釜
谷
　
将
史

―
―
福
岡
大
都
市
圏
を
例
に
―
―

京
都
市
中
心
部
に
お
け
る
放
置
自
転
車
の

分
布
特
性

亀
本
　
雄
太

京
都
市
に
お
け
る
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の

立
地
展
開

川
i

隆
史

児
童
の
外
遊
び
行
動
と
保
護
者
の
関
係

―
―
平
成
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
を
事
例
に
―
―

川
野
　
　
敬

京
都
・
鴨
川
の
利
用
特
性
か
ら
見
た
「
鴨

川
」
の
個
性

川
野
実
由
紀

京
都
市
内
に
お
け
る
近
隣
型
商
店
街
の
存
続
要
因

―
―
北
野
商
店
街
を
例
に
―
―

川
畑
　
佑
司

京
都
市
右
京
区
・
上
京
区
・
中
京
区
に
お
け

る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
・
ス
ト
ア
の
立
地

適
応

黒
木
　
　
誠

大
都
市
に
お
け
る
地
下
街
の
発
展

―
―
大
阪「
な
ん
ば
ウ
ォ
ー
ク
」を
例
に
し
て
―
―

児
島
　
祐
子

立
地
か
ら
み
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

企
業
特
性

小
林
　
　
暁

―
―
京
都
市
を
事
例
に
―
―

天
神
川
下
流
・
北
条
平
野
に
お
け
る
地
形

環
境

小
林
奈
央
子

京
都
市
に
お
け
る
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
の

立
地
展
開

後
藤
　
佑
子

群
馬
県
に
お
け
る
商
業
地
シ
ス
テ
ム
の
変
容

―
―
買
物
動
向
調
査
を
用
い
た
考
察
―
―

澤
田
　
直
也

地
域
に
根
ざ
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

塩
原
　
朝
子

衛
星
都
市
の
変
容

敷
地
由
美
子

―
―
枚
方
市
を
事
例
と
し
て
―
―

大
都
市
近
郊
の
駅
周
辺
地
域
に
お
け
る
土
地

利
用
の
推
移

白
藤
　
　
俊

―
―
京
阪
伏
見
桃
山
駅
周
辺
を
例
に
―
―

高
齢
化
地
域
に
お
け
る
農
業
経
営
と
営
農
意

識
―
―
岡
山
県
備
中
町
長
谷
地
区
を
事
例
と
し
て
―
―

田
正
樹

城
下
町
高
田
の
都
市
構
造
と
そ
の
変
容
に

つ
い
て

関
　
　
聡
美
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大
都
市
圏
郊
外
の
宅
地
開
発
地
域
に
お
け
る

生
活
行
動
圏

園
山
　
啓
太

〜
愛
知
県
三
好
町
を
例
と
し
て
〜

京
都
府
宇
治
市
の
観
光
地
と
観
光
客
の
属
性

h
木
　
　
勝

サ
ッ
カ
ー
に
お
け
る
外
国
人
選
手
の
移
動

及
び
そ
の
特
性

高
橋
　
　
健

―
―
Ｊ
リ
ー
グ
と
セ
リ
エ
Ａ
を
例
と
し
て
―
―

淀
川
水
系
・
石
田
川
河
口
部
周
辺
に
お
け
る

湖
岸
侵
食
の
要
因

高
橋
　
直
樹

京
都
市
に
お
け
る
犯
罪
発
生
の
傾
向多

賀
谷
　
洋

香
川
県
丸
亀
に
お
け
る
城
下
町
時
代
か
ら

近
代
都
市
へ
の
変
遷

谷
口
　
有
人

京
都
市
内
に
お
け
る
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
施
設

の
立
地
展
開

田
村
　
寛
明

摂
津
職
河
辺
郡
猪
名
所
地
図
の
地
理
学
的
研
究

―
―
図
像
表
現
の
分
析
に
よ
る
開
発
過
程
と
作

成
契
機
の
考
察
―
―

塚
本
　
章
宏

空
港
が
周
辺
地
域
に
及
ぼ
す
影
響

―
―
関
西
国
際
空
港
と
大
阪
国
際
空
港
を
事
例

に
―
―

坪
田
美
奈
子

地
域
振
興
に
お
け
る
考
察

冨
田
　
幸
司

―
―
奈
良
県
大
和
郡
山
市
を
事
例
に
―
―

最
終
氷
期
に
お
け
る
、
岡
山
県
の
主
要
三
河

川
の
古
水
系
の
考
察

留
安
ま
ど
か

商
用
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
か
ら
み
た
日
本

の
機
能
地
域
構
造

中
川
　
聖
悠

大
阪
地
下
街
に
お
け
る
地
理
学
的
考
察

中
川
　
晋
輔

通
勤
流
動
か
ら
み
た
中
京
大
都
市
圏
の
結
節

体
系
と
そ
の
変
化

中
川
　
祐
良

沖
縄
本
島
・
知
念
台
地
の
斜
面
地
形中

村
　
有
作

木
津
川
下
流
域
に
お
け
る
土
地
利
用
と
災
害

危
険
度
評
価

並
木
　
智
子

消
防
署
の
適
正
立
地
に
つ
い
て

新
関
　
尚
賢

〜
滋
賀
県
湖
南
地
域
を
対
象
と
し
て
〜

京
都
市
北
部
に
お
け
る
御
土
居
構
築
地
の

時
間
的
変
遷

西
島
か
お
り

―
―
御
土
居
破
壊
と
市
街
地
化
に
つ
い
て
―
―

伝
統
的
町
並
み
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
と

地
元
住
民
の
ま
な
ざ
し

西
林
　
小
波

―
―
内
子
町
・
八
日
市
護
国
地
区
の
町
並
み
保

存
―
―

滋
賀
県
に
お
け
る
ス
ー
パ
ー
の
立
地
展
開

灰
谷
　
明
子

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
が
実
現
す
る
地
域
住
民

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

幡
野
　
剛
史

〜
奈
良
県
斑
鳩
町
を
例
と
し
て
〜

大
阪
市
に
お
け
る
土
地
利
用
分
析
と
そ
の

変
化
モ
デ
ル
の
構
築

花
岡
　
和
聖

京
福
電
鉄
利
用
者
の
移
動
パ
タ
ー
ン広

上
　
隆
之

住
宅
団
地
住
民
の
生
活
環
境
評
価
の
ミ
ク
ロ

分
析

廣
田
　
　
修

―
―
桑
名
市
西
部
丘
陵
団
地
を
事
例
と
し
て
―
―

ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
変
動
と
波
及

藤
本
　
秀
樹

都
市
近
郊
混
住
自
治
会
の
総
合
的
分
析

―
―
大
和
郡
山
市
北
西
町
自
治
会
の
事
例
―
―

北
條
　
勝
亮

山
岳
宗
教
に
お
け
る
信
仰
圏
の
一
考
察

〜
京
都
・
鞍
馬
寺
を
事
例
と
し
て
〜

細
川
絵
理
子

郡
上
八
幡
城
下
町
の
景
観
と
保
存
の
現
状

堀
　
　
敦
哉

住
民
の
意
識
と
地
域
振
興
の
関
わ
り

―
―
京
都
市
伏
見
桃
山
地
区
を
事
例
と
し
て
―
―

本
田
　
絢
子

京
都
市
に
お
け
る
人
口
高
齢
化
の
空
間
的

展
開

水
野
　
文
仁

京
都
市
に
お
け
る
居
住
者
特
性
の
変
化
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―
―
地
域
の
特
性
と
高
層
建
築
物
に
注
目
し
て
―
―

三
輪
　
暁
子

地
域
づ
く
り
に
お
け
る
ミ
ニ
独
立
国
の
役
割

―
―
奈
良
県
下
北
山
村
ツ
チ
ノ
コ
共
和
国
の
場
合
―
―

村
瀬
　
裕
幸

姫
路
市
に
お
け
る
大
規
模
小
売
店
郊
外
化
に

伴
う
中
心
商
店
街
の
構
造
変
化

森
田
　
真
令

京
都
市
に
お
け
る
都
心
部
の
土
地
利
用
と

立
体
的
機
能
分
化

矢
吹
　
　
慎

地
域
開
発
と
中
心
商
店
街
に
お
け
る
地
理
学

的
考
察

薮
下
　
純
美

―
―
柳
町
商
店
街
を
例
に
し
て
―
―

高
齢
者
の
空
間
認
知
に
つ
い
て
の
地
理
学
的

研
究

山
口
　
敦
司

―
―
三
重
県
津
市
西
郊
地
区
を
事
例
に
―
―

山
村
地
域
に
お
け
る
県
境
の
障
壁
性山

盛
　
洋
介

都
市
の
盛
り
場
に
お
け
る
「
た
ま
り
場
」
の

役
割
と
そ
の
意
義

余
語
　
　
亮

―
―
大
阪
ア
メ
リ
カ
村
「
三
角
公
園
」
を
事
例

と
し
て
―
―

世
界
文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
た
観
光
地
と

観
光
客
の
属
性

吉
本
　
夏
子

―
―
栃
木
県
日
光
市
を
事
例
と
し
て
―
―

大
和
川
流
域
に
お
け
る
水
害
危
険
度
と
住
民

の
災
害
意
識
と
の
関
連

若
林
　
　
進

九
州
北
部
・
遠
賀
川
流
域
に
お
け
る
縄
文

時
代
の
海
岸
線
変
化

渡
邊
奈
保
子

京
都
府
に
お
け
る
林
業
新
規
就
労
者
の
現
状

と
そ
の
対
応

渡
邉
　
亜
希

―
―
美
山
町
森
林
組
合
を
事
例
と
し
て
―
―

佐
賀
県
に
お
け
る
部
位
別
が
ん
罹
患
の
地
理

学
的
分
析

坂
井
　
利
裕

琵
琶
湖
・
沖
島
に
お
け
る
石
材
業
の
展
開

―
―
昭
和
初
期
　
沖
島
石
材
販
賣
組
合
・
西
居

石
材
店
の
記
録
を
も
と
に
―
―

山
野
　
祥
子

韓
国
・
ソ
ウ
ル
近
郊
に
お
け
る
「
新
都
市
」

開
発

正
木
　
　
泰

岐
路
に
立
つ
商
店
街

片
山
　
裕
子

―
―
熊
本
市
子
飼
商
店
街
を
例
と
し
て
―
―

高
齢
化
に
対
応
し
た
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

佐
野
　
和
明

―
―
新
潟
県
西
蒲
原
郡
吉
田
町
を
事
例
と
し
て
―
―

大
学
生
の
通
学
路
・
市
街
地
に
お
け
る
メ
ン
タ

ル
マ
ッ
プ
の
分
析
と
水
環
境
に
つ
い
て
の

一
考
察
―
―
愛
知
県
犬
山
市
を
事
例
と
し
て
―
―

三
戸
　
啓
子

近
畿
地
方
に
お
け
る
家
電
量
販
店
の
空
間
的

展
開

神
田
　
　
洋

京
阪
神
大
都
市
圏
に
お
け
る
衣
料
小
売
り
業

の
動
向

比
良
　
俊
也

関
与
概
念
に
よ
る
購
買
場
所
選
択
行
動
の
説
明

―
―
広
島
県
呉
市
瀬
戸
見
町
を
事
例
と
し
て
―
―

荒
津
田
　
平

農
業
経
営
に
み
る
干
拓
地
農
業
の
若
干
の
考
察

―
―
岡
山
県
児
島
湾
七
区
干
拓
地
を
例
に
―
―

上
木
　
宣
人

宿
泊
施
設
の
立
地
と
推
移

加
藤
　
浩
隆

観
光
地「
嵐
山
」に
お
け
る
商
業
施
設
に
つ
い
て

―
―
嵐
山
商
店
街
を
例
に
し
て
―
―

久
保
健
太
郎

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
お
け
る
場
所
イ
メ
ー
ジ

〜
ト
レ
ン
デ
ィ
・
ド
ラ
マ
を
事
例
と
し
て
〜

小
林
　
正
和

衛
星
都
市
に
お
け
る
急
激
な
土
地
利
用
の
変

化
と
そ
の
特
性
に
つ
い
て

小
林
　
祐
二

〜
滋
賀
県
草
津
市
を
事
例
に
〜

京
都
市
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

廃
業
店
の
分
布
特
性

小
堀
　
　
豊

テ
ー
マ
パ
ー
ク
の
立
地
展
開
と
そ
の
周
辺
に

お
け
る
影
響

中
村
　
光
辰
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〜
京
都
市
の
観
光
と
関
連
さ
せ
て
〜

広
域
行
政
の
あ
り
方
と
さ
い
た
ま
市
に
お
け

る
合
併
後
の
影
響
に
つ
い
て

野
田
　
健
介

京
都
市
伏
見
区
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
の
立
地
分
析

濱
上
　
宏
基

大
都
市
近
郊
農
村
の
変
容

平
井
　
和
典

―
―
兵
庫
県
猪
名
川
町
に
お
け
る
椎
茸
栽
培
を

事
例
に
―
―

北
マ
リ
ア
ナ
の
産
業
構
造
と
外
国
人
労
働
者

―
―
ア
メ
リ
カ
自
治
領
が
生
み
出
し
た
産
業
構

造
―
―

廣
明
　
健
夫

和
歌
山
県
に
お
け
る
観
光
地
と
道
路
整
備

〜
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
ら
み
た
近
接
性
に
お

け
る
考
察
〜

福
本
　
雄
志

カ
ナ
ダ
　
バ
ン
ク
ー
バ
ー
市
、
フ
ォ
ー
ル
ス

ク
リ
ー
ク
南
岸
に
お
け
る
再
開
発

〜
市
策
と
そ
の
乖
離
〜

仲
野
　
照
子

駅
前
に
お
け
る
自
転
車
駐
輪
問
題
と
都
市
形

態
と
し
て
の
路
上
駐
輪

井
澤
　
直
弘

―
―
尼
崎
市
・
阪
急
武
庫
之
荘
駅
北
口
前
を
事

例
と
し
て
―
―

大
都
市
周
縁
部
山
村
に
対
し
て
都
市
が
与
え

る
影
響

内
橋
　
隆
二

―
―
大
阪
府
高
槻
市
樫
田
地
区
の
事
例
―
―

京
都
府
に
お
け
る
戦
後
開
拓
地
域
の
変
容

―
―
原
谷
地
区
を
例
に
―
―

小
田
　
知
宏

農
地
転
用
か
ら
み
た
草
津
市
に
お
け
る
土
地

利
用
変
化

竹
田
　
　
誠

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
人
間
と
情
報
）

メ
デ
ィ
ア
と
対
人
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

阿
部
　
倫
子

気
分
誘
導
法
の
質
的
差
異
の
検
討

井
本
　
尚
人

日
本
社
会
に
お
け
る
児
童
虐
待
問
題
の
背
景

上
野
　
哲
司

平
成
期
、
VS
シ
リ
ー
ズ
に
お
け
る
ゴ
ジ
ラ
の

特
徴
に
つ
い
て

神
谷
　
陽
平

職
業
カ
テ
ゴ
リ
ー
と
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
特
性

が
顔
の
認
知
に
及
ぼ
す
影
響

川
村
　
理
恵

電
子
掲
示
板
の
発
言
の
印
象
に
与
え
る
顔
文

字
の
効
果
に
つ
い
て

北
野
な
お
み

認
知
的
不
協
和
に
お
け
る
個
人
差
に
つ
い
て

―
―
反
態
度
的
行
動
後
の
態
度
変
容
―
―

神
足
　
智
子

社
会
的
比
較
に
よ
っ
て
生
じ
る
感
情

鈴
木
　
絵
梨

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
運
動
に
底
流
す
る
自
然

回
帰
へ
の
欲
求
と
そ
の
可
能
性

田
口
　
　
洋

音
楽
が
映
像
に
及
ぼ
す
影
響

田
辺
恵
理
子

大
き
さ
認
知
に
お
け
る
色
彩
の
効
果：

日
常

場
面
に
つ
い
て

田
渕
　
彩
子

注
意
に
よ
る
運
動
残
効
抑
制
効
果
の
検
討

為
実
　
友
子

女
性
の
化
粧
へ
の
関
心
度
と
自
尊
心
と
の

関
係

千
葉
　
奈
美

運
動
残
効
に
対
す
る
注
意
と
参
照
枠
の
効
果

中
尾
　
志
織

文
字
の
高
速
継
時
呈
示
事
態
に
お
け
る
注
意

の
効
果

中
野
　
綾
子

『
２
０
０
１
年
宇
宙
の
旅
』
の
世
界浜

口
　
　
勉

現
実
場
面
に
お
け
る
大
き
さ
認
知
に
及
ぼ
す

色
の
効
果

正
信
　
美
奈

人
物
の
印
象
評
定
に
お
け
る
閾
下
単
純
接
触

効
果

森
下
　
賢
一

運
動
刺
激
消
失
点
の
判
断
に
お
け
る
知
覚

判
断
と
運
動
反
応

g
田
記
子

対
人
印
象
形
成
に
お
け
る
認
知
フ
レ
ー
ム
の
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検
討

g
野
　
宗
一

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
開
閉
ボ
タ
ン
の
わ
か
り

や
す
さ

高
原
　
宏
恵

色
彩
選
択
法
に
よ
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
と
詞
の

関
係
に
つ
い
て
の
分
析

萩
原
久
美
子

感
情
が
認
知
過
程
に
及
ぼ
す
影
響

西
脇
　
壮
至

性
格
特
性
語
に
よ
る
印
象
判
断
の
階
層
性

―
―
好
悪
性
と
熟
知
性
の
影
響
―
―

岩
浪
　
宏
明

概
念
の
先
行
呈
示
が
ユ
ー
ザ
に
あ
た
え
る

影
響

川
原
　
雅
好

メ
ロ
デ
ィ
に
よ
る
記
憶
促
進
効
果
の
検
証

堀
　
　
征
巳

家
族
の
成
立
に
つ
い
て

木
戸
　
浩
貴

―
―
霊
長
類
研
究
か
ら
―
―

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
言
語
と
文
化
）

社
会
と
人
格
形
成

安
部
　
麻
美

マ
ネ
と
社
会
の
関
わ
り
に
つ
い
て

〜
マ
ネ
作
『
オ
ラ
ン
ピ
ア
』
が
社
会
に
唱
え
た

《
違
和
》
〜

池
谷
　
　
幸

タ
ー
ナ
ー
と
印
象
派
が
描
く
風
景
画上

坊
　
仁
子

魔
女
狩
り
と
産
婆

岡
本
あ
ず
み

30
年
前
の
学
生
運
動

加
藤
　
陽
子

―
―
な
ぜ
全
共
闘
運
動
は
盛
り
上
が
っ
た
の
か
―
―

性
同
一
性
障
害

川
中
　
良
彦

T
H

E
B

E
A

T
LE

S

小
林
　
新
路

第
二
言
語
習
得

酒
井
　
直
子

―
―
日
本
に
お
け
る
新
し
い
英
語
教
育
―
―

人
魚
伝
説
　
古
代
か
ら
現
代
ま
で
　
そ
の

“

不
老
不
死‘

の
魅
力
に
迫
る

原
田
　
香
織

『
千
と
千
尋
の
神
隠
し
』
に
み
る
超
ロ
ン
グ

ラ
ン
ヒ
ッ
ト
の
わ
け

松
田
　
有
香

中
国
系
ア
メ
リ
カ
人
の
諸
相

三
場
　
良
恵

〜“The
Joy

Luck
C

lub”

を
通
し
て
〜

生
活
空
間
の
デ
ザ
イ
ン
と
人
間
行
動
に
つ
い
て

―
―
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
歩
み
―
―

宮
嶋
絵
美
子

デ
カ
メ
ロ
ン
か
ら
み
る
ル
ネ
サ
ン
ス村

山
　
葉
子

子
ど
も
の
遊
び
文
化
の
移
り
変
わ
り森

口
　
　
恵

日
本
と
韓
国
の
比
較
文
化

薮
田
　
郁
恵

「
漂
泊
の
旅
」
に
つ
い
て
の
民
俗
学
的
考
察

山
口
　
怜
子

『
フ
ォ
レ
ス
ト
・
ガ
ン
プ
』
に
見
る
ヴ
ェ
ト

ナ
ム
戦
争
と
ア
メ
リ
カ
社
会

山
田
　
哲
也

―
―
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
戦
争
再
評
価
の
流
れ
―
―

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
ク
リ
エ
ン
テ
リ
ズ
モ

―
―
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
タ
ン
ジ
ェ
ン
ト

ポ
リ
体
制
の
露
呈
ま
で
を
追
っ
て
１
９
４
５
―

１
９
９
２
―
―

坂
本
　
晃
治

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
伝
統
音
楽
の
変
容

―
―
20
世
紀
を
中
心
に

畑
山
　
智
明

ス
ポ
ー
ツ
と
メ
デ
ィ
ア

福
田
　
光
芳

〜
現
代
ス
ポ
ー
ツ
甲
子
園
〜

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
人
間
と
表
現
）

演
劇
に
な
る

伊
藤
か
お
り

―
―
自
作
「
デ
リ
カ
ラ
イ
フ
」
改
作
の
試
み
―
―

マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー

小
坪
　
治
代

『
ね
じ
式
』
に
つ
い
て

芝
原
　
一
起

レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
「
最
後
の
晩

餐
」
に
つ
い
て

辰
巳
　
知
子

写
真
の
白
痴
へ

中
村
　
真
弓

―
―
「
殉
教
者
」
中
平
卓
馬
に
よ
り
な
が
ら
―
―
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バ
ル
テ
ュ
ス
の
絵
画

長
原
　
彩
子

謎
の
絵
師
　
ノ
エ
ル
・
ヌ
エ
ッ
ト

―
―
『
東
京
風
景
』
を
紐
解
く
―
―

松
崎
　
聖
子

レ
イ
ヴ
とR

A
V

E

松
田
　
　
和

―
―
非
革
命
に
よ
る
解
放
―
―

法
王
の
叫
び

村
田
　
裕
美

―
―
ベ
イ
コ
ン
絵
画
の
強
度
と
美
―
―

プ
ロ
レ
ス
の
技
の
幻
想

涌
井
　
　
慎

芸
術
の
「
享
受
」

浦
田
　
恭
代

―
―
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
美
術
批
評
に
み
る
公
衆
の

誕
生
―
―

「
日
本
絵
画
＝
プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
」
と
い
う
幻
想

―
―
遠
近
法
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―
―瀬

尾
健
太
郎

意
味
と
記
号
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

―
―
宮
崎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
批
評
的
実
践
―
―

三
鍋
　
岳
大

ル
ド
ル
フ
二
世
と
「
驚
異
の
部
屋
」伊

谷
　
紘
司

現
代
中
国
の
農
村
と
そ
の
社
会

高
森
　
民
江

―
―
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
普
及
と
人
間
性
―
―

ラ
ス
ベ
ガ
ス
に
つ
い
て

臼
井
　
　
健

ダ
ダ
イ
ズ
ム
再
考

岡
本
　
卓
也

―
―
マ
ル
セ
ル
・
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
レ
デ
ィ
・
メ

イ
ド
を
通
し
て
―
―

ダ
　
リ

周
藤
　
隆
之

―
―
個
性
と
イ
ズ
ム
の
結
び
つ
き
に
見
る
最
良

期
の
考
察
―
―

M
ark

R
othko

静
か
な
る
劇
場

清
野
　
由
貴

観
光
と
文
化
の
関
係
の
考
察

千
葉
　
敦
夫

―
―
バ
リ
島
の
事
例
を
中
心
に
―
―

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
ア
ジ
ア
と
現
代
）

北
米
に
生
き
る
中
国
人

影
山
　
朋
子

―
―
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
葛
藤
―
―

中
国
に
お
け
る
多
民
族
国
家
社
会
に
関
す
る

考
察

片
山
　
直
紀

老
子
英
雄
児
好
漢
、
老
子
反
動
児
混
蛋

神
戸
は
る
か

―
―
文
化
大
革
命
に
お
け
る
「
血
統
論
」
―
―

香
港
に
お
け
る
産
業
化
に
伴
う
時
間
感
覚
の

変
化

杉
谷
　
陽
子

近
代
日
本
の
植
民
地
統
治
に
お
け
る
「
衛
生
」

―
―
台
湾
を
事
例
と
し
て
―
―

広
瀬
　
有
紀

フ
ィ
リ
ピ
ン
死
刑
制
度
の
諸
相

三
品
　
　
愛

探
偵
小
説
と
時
代
、
読
者

水
野
　
智
裕

〜
『
新
青
年
』
の
周
辺

戦
争
と
文
学
　
石
川
達
三
「
生
き
て
い
る
兵

隊
」
と
火
野
葦
平
「
麦
と
兵
隊
」
の
比
較

研
究

三
宅
　
桃
子

文
革
・
解
放
軍
・
身
体
　
現
代
中
国
に
お
け

る
英
雄
の
表
象

森
本
　
早
保

中
国
社
会
に
お
け
る
結
婚
観

吉
田
久
美
子

―
―
「
包
二

」
問
題
を
め
ぐ
っ
て
―
―

高
齢
者
の
雇
用
に
つ
い
て

村
田
　
梨
香

香
港
系
中
国
人
の
新
移
民

和
田
　
朋
子

人
文
総
合
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
テ
ュ
ー
ト

（
文
化
と
社
会
）

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
『
罪
と
罰
』
に
お
け

る
「
凡
人
・
非
凡
人
論
」

飯
田
佳
奈
江

日
本
の
安
全
保
障
と
沖
縄
米
軍
基
地
問
題

―
―
迷
走
す
る
安
保
の
庭
「
沖
縄
」
―
―

石
井
亜
矢
子

旅
行
記
に
見
る
英
国
階
級
制
社
会
の
人
物
像

に
つ
い
て

大
下
智
津
子

ク
ジ
ラ
を
め
ぐ
る
論
争

岡
井
　
喜
美
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熱
帯
雨
林
の
文
化
と
伐
採

笠
松
　
恭
子

―
―
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
森
に
つ
い
て
―
―

古
代
マ
ヤ
文
明
の
再
考

門
田
ゆ
か
り

―
―
古
典
期
マ
ヤ
文
明
の
衰
退
を
さ
ぐ
る
―
―

開
発
に
お
け
る
外
部
者

常
楽
　
　
悟

女
性
と
家
族

高
野
　
華
永

―
―
役
割
意
識
と
政
策
の
ず
れ
―
―

霊
長
類
研
究
か
ら
人
間
研
究
へ

山
崎
　
誠
士

現
代
妖
怪
論

武
田
　
　
英

ヘ
ン
リ
ー
・
ダ
ー
ガ
ー
と
彼
の
求
め
た
も
う

ひ
と
つ
の
現
実
に
つ
い
て

菊
池
　
　
史

レ
ヴ
ィ
＝
ス
ト
ロ
ー
ス
の
１
９
５
０
年
代
を

ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
？

泉
　
　
克
典

「
ヤ
ポ
ネ
シ
ア
」
再
考

水
取
　
　
勲

―
―
琉
球
弧
を
視
座
と
し
て
―
―

山
岡
鉄
舟
に
み
る
禅
の
思
想

中
村
　
昇
平

―
―
剣
・
書
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
―
―

ナ
ポ
リ
と
プ
ル
チ
ネ
ツ
ラ
の
関
係
性
に

つ
い
て

益
子
　
　
曉

マ
ー
テ
ィ
ン
・
ス
コ
セ
ッ
シ
論

山
田
　
哲
裕

芸
術
へ
の
不
信
感
を
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と

イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
間
に
探
る

加
藤
　
久
哉

フ
ラ
ン
ツ
・
カ
フ
カ
『
変
身
』
研
究

―
―
新
た
な
る
存
在
を
求
め
て
―
―

辻
　
　
　
幹

観
光
名
所
考

森
永
　
和
久

―
―
竜
安
寺
は
な
ぜ
有
名
か
―
―
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日
本
文
学
コ
ー
ス

京
都
中
央
市
場
の
系
譜

奥
田
　
由
美

―
―
市
の
境
界
性
を
め
ぐ
っ
て
―
―

戒
壇
の
機
能

木
原
　
慶
仁

―
―
近
世
と
現
代
―
―

竹
取
物
語

斉
藤
　
智
由

―
―
天
女
か
ぐ
や
姫
と
翁
―
―

大
将
軍
八
神
社
を
中
心
に
天
神
川
と
そ
の

周
辺

堀
内
美
津
帆

哲
学
思
想
コ
ー
ス

環
境
倫
理

石
橋
久
美
子

〜
動
物
の
権
利
に
つ
い
て
〜

ブ
ル
ー
ノ
・
シ
ュ
ル
ツ
『
肉
桂
色
の
店
』
の

哲
学
的
解
釈

佐
野
久
美
子

―
―
ニ
ー
チ
ェ
哲
学
を
手
が
か
り
に
―
―

哲
学
す
る
こ
と
は
個
人
的
限
界
を
打
破
で
き

る
か
に
つ
い
て

塩
津
　
實
昭

―
―
自
己
と
は
何
か
と
い
う
側
面
か
ら
―
―

ニ
ー
チ
ェ
の
パ
ー
ス
ペ
ク
テ
ィ
ズ
ム
と
世
界

認
識

新
田
奈
々
子

〜
知
覚
の
客
観
性
に
つ
い
て
の
現
象
学
的
解
釈
〜

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
に
お
け
る
私
的
領
域

と
公
共
領
域

久
道
　
由
美

〜
『
人
間
の
条
件
』
を
中
心
に
〜

愛
と
自
由
意
志
の
探
求

吉
川
美
恵
子

―
―
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
よ
り

地
環
境
と
人
の
欲

千
原
　
淳
志

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
身
体
観
と
臨
床
に

お
け
る
主
客
の
統
合

石
浦
　
昭
美

永
遠
回
帰
に
つ
い
て

伊
藤
　
直
伸

ユ
ン
グ
「
個
性
化
の
過
程
」

岡
本
　
崇
裕

失
語
症
か
ら
み
る
言
語
の
現
象

山
口
美
穂
子

―
―
語
は
何
か
を
失
っ
た
の
か
―
―

イ
ギ
リ
ス
経
験
論
の
立
場
か
ら
の
自
己
中
心

性
の
考
察

山
本
　
治
男
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